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横浜を代表する公共建築100施設

 ［日刊建設通信新聞社  編集］
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　2022年4月1日～2023年3月31日、日刊建設通信新聞社の『建設通信新聞』紙上で、横浜

市公共建築100周年を記念したシリーズ企画が実施されました。代表的な24施設を大きく取

り上げ、その他76施設と合わせた100施設が紹介されました。本章では、その24施設の新

聞記事を再編集して掲載するとともに、「横浜を代表する公共建築物」として100施設を掲

載します。
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横浜を代表する公共建築100施設

旧円通寺客殿
 （旧木村家住宅主屋）

旧横溝家住宅主屋

旧大岡家長屋門

旧金子家住宅主屋

外交官の家

旧清水製糸場本館
 （天王森泉館）

横浜赤レンガ倉庫

西谷浄水場
 （旧整水室上屋、旧浄水井上屋、
旧配水井上屋）

開港記念会館

THE BAYS
 （旧関東財務局横浜財務事務所）

旧第一銀行横浜支店

横浜都市発展記念館・
横浜ユーラシア文化館
 （旧横浜市外電話局）

横浜開港資料館
 （旧横浜英国総領事館）

大倉山記念館

インド水塔

俣野別邸16
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※役職名は新聞掲載当時、設計事務所、施工者名は建設当時、株式会社等社名は一部省略
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7代目市庁舎

横浜マリンタワー

横浜市立大学
金沢八景キャンパス本校舎

神奈川区総合庁舎
 （神奈川区役所・神奈川消防署）

三殿台考古館
住居址保護棟

三ツ沢公園球技場
 （ニッパツ三ツ沢球技場）

中消防署

大佛次郎記念館

横浜スタジアム

西部水再生センター 管理本館

都筑工場・都筑ふれあいの丘
 （都筑地区センター・横浜あゆみ荘・
つづき緑寿荘・都筑プール）

横浜人形の家

中央卸売市場本場（再整備）

消防司令センター

横浜港シンボルタワー

市民文化会館関内ホール

横浜市民ギャラリー
 （旧いせやま会館）

三溪記念館

横浜みなと博物館

横浜美術館

横浜アリーナ

みなとみらい21・
クリーンセンター

横浜市立大学附属病院

障害者
スポーツ文化センター
横浜ラポール

上郷・森の家

道志村水源林管理所

南図書館・弘明寺公園プール

大岡健康プラザ
 （南スポーツセンター・大岡地区
センター・地域ケアプラザ）

大さん橋ふ頭ビル

野島青少年研修センター

こどもログハウス
 （ロケットハウス）

急な坂スタジオ・野毛山荘
 （旧老松会館）

中央図書館

歴史博物館

横浜能楽堂

高齢者保養研修施設ふれーゆ

下和泉地区センター・
地域ケアプラザ

篠原地区センター・
地域ケアプラザ

東永谷地区センター・
地域ケアプラザ

西スポーツセンター・
浅間町営業所

横浜みなとみらいホール

長浜ホール（横浜検疫所
長浜措置場旧事務棟）

栄区民文化センター リリス

横浜国際総合競技場
 （日産スタジアム）

よこはま動物園南入口ゾーン
 （管理センター、アクアテラス、
リングゲート）

馬場花木園休憩棟

洗手亭

横浜国際プール

横浜市立大学附属
市民総合医療センター

横浜にぎわい座

野庭地区センター・
地域ケアプラザ

北部斎場

横浜港大さん橋
国際客船ターミナル

みなと赤十字病院

みなとみらい線 馬車道駅

倉田コミュニティハウス

アメリカ山公園（建築物）

象の鼻テラス

瀬谷区総合庁舎
 （瀬谷区役所・瀬谷公会堂・
瀬谷消防署）

動物愛護センター

野毛山展望台

衛生研究所

南区総合庁舎
 （南区役所・南公会堂・
南土木事務所・南消防署）

横浜市立大学YCUスクエア

蒔田消防出張所

市電保存館 しでんほーる

金沢区総合庁舎
 （金沢区役所・金沢公会堂・
金沢消防署）

港南区総合庁舎
 （港南区役所・港南消防署）

日野こもれび納骨堂

みなとみらい本町小学校

荏田コミュニティハウス

寿町健康福祉交流センター・
寿町スカイハイツ

保土ケ谷消防署

8代目市庁舎

横浜市立市民病院

横浜みなとみらい
国際コンベンションセンター
 （パシフィコ横浜ノース）

山下地域ケアプラザ

港南公会堂・
港南土木事務所

瀬谷区民文化センター
あじさいプラザ

都田地区センター・
地域ケアプラザ

消防本部庁舎

根岸森林公園トイレ
 （芝生広場前）

横浜BUNTAI

万騎が原小学校
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2022（令和4）年4月1日掲載

90

デザイン監修を担当した建築家 
槇文彦氏―

　横浜市役所は、開港以来の歴

史ある関内地区と新都市のみな

とみらい21地区の接点でもある

北仲通南地区に立地する。した

がってまちの結節点として周辺

エリアとの強いつながりをつくり

出し、まちそのものが入り込んだ

横浜市役所

記憶を表象　品位あるシルクの質感

ように開かれ、市民のさまざまな

活動や憩いの場にもなるように

この市役所は構想されている。

　既存する周辺の街並みのス

ケールと軸線を考慮しながらそ

のボリュームを分割し、隣接する

横浜アイランドタワーと連続す

る一体的な景観を形成している。

市庁舎は3層構成とし、高層部

に行政執務関係のスペース、中

層部に議会関係のスペースを配

置し、低層部にはアトリウムを中

心に、市民利用施設、商業施設

など市民に開かれた空間となっ

ている。

　高層棟は白いシルクのような

質感を伴った外観デザインに

より、シルクに所縁のある横浜

港の記憶を表象するとともに、

国際都市にふさわしい市庁舎と

　市政が施行された1889（明治22）年から今日まで、横浜市の発展とともに歩みを続けてきた市庁舎は、

2020年6月29日に開庁した現在の施設で8代目となる。市民に開かれた、これからの横浜市を象徴する

施設づくりに込められた意図を紹介する。
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アトリウム

鈴木氏

槇氏

してのウォーターフロントのエ

レガンスのある佇まいを見せて

いる。そして低層部には西側の

大岡川に沿ってプロムナードや

広場が広がり、それに面する市

民ラウンジや商業施設も含めて、

市民に対して望ましいパブリッ

クスペースをも提供していると

いってよい。

　例えば今回、市役所とJR桜木

町駅の間に新設した人道橋を

渡ると川沿いのプロムナードは

そのまま市役所の前面を介して

北仲通北地区に展開するホテル、

住居施設につながっていく。市

役所はこうした広域の周辺エリ

アをつなげる焦点を形成してい

ることが分かる。このように都

市デザインという見地からも市

役所はユニークな存在となりつ

つあることが明瞭である。

　市役所のアトリウムは人間の

動きという点からいえば、その焦

点でもある。公共交通機関には

人道橋で桜木町駅とつながると

ともに、エスカレーターによっ

て地下鉄の馬車道駅とつながっ

ている。そしてアトリウムはここ

から水平に市庁舎空間につなが

り、エスカレーターで昇れば市

役所の行政関係や議会関係の

受付ロビーにアクセスすること

ができる。このように内外空間

にもこのアトリウムが焦点の空

間として存在している。アトリウ

ムは都市の中で、市民の日常空

間、あるいは非日常空間の核を

形成しているのである。

　市役所の内外のパブリック

スペースにおいて、いつも人び

とが集いさまざまな情景が展開

される。この周辺エリアとつな

がるパブリックスペースを通し

て、市民にとって市役所が、横

浜の過去に記憶が照射され、あ

るいは現在という存在が確認さ

れ、さらに未来に対する予兆が

感じられる、横浜の象徴の場所

となっていくのである。

　大地震が発生しても業務継続

できる、災害に動じない市庁舎

を造ることが大きなミッションで

あり、SDGs未来都市に選定さ

れた市として環境性能の高い建

物を自ら造って範を示すことが

社会的責任として求められまし

た。街の結節点に建つ、市民に

開かれた庁舎としてのシンボル

性や景観への配慮、大岡川沿い

の水辺の空間を生かすことも重

要なテーマでした。

　これからの横浜を象徴する

市民に親しまれる建物となるた

めにデザインは非常に重要です。

設計・施工者である竹中・西松

建設共同企業体の持つ高度な

技術力とともに、デザイン監修

者として槇（文彦）先生に参画

いただき、細部まで目が行き届

く仕組みを取り入れたことは非

常に良かったと思います。

高度な技術結集し
細部まで
デザイン徹底
横浜市前建築局長（現政策局長）
鈴木和宏氏―

© Peter Hyatt
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　横浜美術館は、多様な市民のニーズに応えた「開かれた美術館」として、1989年11月に開館した。設

計は日本を代表する建築家である丹下健三が担当。みなとみらい21地区に完成した最初の恒久施設で

あり、その後のまちづくりを先導する役割も担ってきた。現在進めている大規模改修の設計を手掛ける丹

下都市建築設計の丹下憲孝会長に、親子2代にわたって設計に携わる思いを聞いた。

　前面のグランモール公園中央

から海に至る緑（植栽）と水で整

備された歩行者空間。この「緑と

水の都市軸」を受け止めるよう

に、美術館は中央部を高く、左

右にゆったりと広がったシンメト

リーの重厚な全体構成としてい

る。「みなとみらいの文化ゾーン

の中心としてのあるべき姿とは何

か。当時まだなにもなかったみな

とみらいに、総合的なまちづくり

使いやすい美術館としての機能

と文化的シンボルとしての外観

が両立する施設も求められた。

　都市軸に合わせる形で高層

化した半円形の中央部には、美

術館の象徴である収蔵庫を積

み上げることで「アートに対す

るリスペクト」も込めたという。

同時に、「何もないところから街

ができてくる。そのワクワク感を

含めて街の建設プロセスを市民

の皆さんにも見てもらえるよう

な展望台をつくろう」と、最上階

自然光が差し込む開放的なグランドギャラリー

の〝へそ〟である部分はこうある

べきだというものを示す。その使

命を感じて設計したのだと思う」

と語る。

　国際港湾都市にふさわしい世

界に開かれた美術交流の場であ

ると同時に市民や芸術家に創造

活動の場を提供する。この基本

理念に基づき、構想段階で市側

から提唱されたのが当時として

は斬新な「体験型」の美術館だ。

「みる・つくる・まなぶ」を具現　

2022（令和4）年4月27日掲載

36

横浜美術館

60



（8階）に展望ギャラリーを設け

たのも特色といえる。

　収蔵庫の足元には、この美

術館最大の特徴となる2層吹き

抜けの大空間「グランドギャラ

リー」がある。長さ100m、高さ

20mの自然光が差し込む明る

い空間には階段状のプラザが設

けられ、各種イベントに対応す

る。これを介して上部には七つの

展示室がまとめられ、下部には

情報提供コーナー、会議室、レ

クチャーホール、ミュージアム・

ショップなどを配した。

　この収蔵・展示ス

ペースの左右には図書

館・レストラン棟とアト

リエ棟を配置。「みる・

つくる・まなぶ」を建物

が表象する形としてい

る。「市の皆さんの思い

や斬新なアイデアをい

かにして都市計画家で

あり建築家として実現

するか。その解答がこの

形だった」とも。

　海外の文化をいち早

く取り入れて発展してき

た国際港湾都市らしい一歩先

をいく先進性とそれを具現化す

る建築家の構想力。それが、わ

が国最大規模となる現代アー

トの国際展「横浜トリエンナー

レ」などの活動に結実していく。

2011年以降はそのメイン会場と

して、誰もが多様な表現に触れ

る機会を提供し、新たな価値観

や文化を世界に発信。現代アー

トを通じて世界の芸術家の活

動の場、市民との交流の場とし

て発展し、国内外から注目され

評価される美術館となっている。

　大規模改修工事は21年3月か

らスタートした。2年以上の長期

休館は開館以来初となる。老朽

化が進む施設や設備を更新して

長寿命化を図るとともに、「あら

ゆる人に開かれた新しい価値を

創造・発信し続ける美術館」を

今後の使命＝ミッションに掲げ、

より使いやすく心地よさを感じ

られる空間へとブラッシュアッ

プしていく。

　具体的には、常設・企画展示

室とも天井高さを上げ、展示作

品に対する照明の当て方も見直

すなど、「専門家を交えてモック

アップによる検証を行いながら、

できるだけ多様な作品に対応で

きる形にしていく」考えだ。

　美術情報センターは市民が

利用しやすいよう現在の3階

から広場に面した2階に移設

し、移設後の3階は将来的な収

蔵スペースとする。空調設備更

新のほか、バリアフリー対応と

して、グランドギャラリーとレク

チャーホールにはエレ

ベーターを新たに設置。

グランドギャラリー天井

の開閉式ルーバーも更

新し、より明るく開放的

な空間としながら耐震

補強も実施する。

　「従前以上に街に開

いていくことで周辺の

建物との関係性をより

強くし、連携して賑わい

をつくっていく。次の30

年、50年に向けて、市

民や来訪者がより来館

しやすく、芸術作品に親

しめるようにしたい」と

思いを込める。

街
を
先
導
す
る｢

開
か
れ
た
美
術
館｣

丹
下
都
市
建
築
設
計
会
長　

丹
下 

憲
孝
氏
に
聞
く

展望ギャラリーから見るみなとみらい21

地区・丹下氏

©️ 村井修
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2022（令和4）年5月11日掲載

　幼かった隈氏にとっ

てその建物はただ不思

議だった。いつの時代

のものなのか、見たこと

のない建物。洋風でも

和風でもない。これが

外国にある古代の神殿

なのか。その建物は、横

浜市の自宅すぐそばの

丘陵、大倉山に建って

いた。大倉山とその山

裾に広がる農家、田畑、ため池

などは子どもたちの格好の遊び

場だった。東京・田園調布の幼

稚園から電車で帰ってきて、オ

ニヤンマを追っかけ、ザリガニを

取り、山を登って不思議な建物

の周りで遊んだ。田んぼの一画

では新幹線の新横浜駅の工事

が始まろうとしていた。隈氏の

の自分の建築や生き方に強く影

響しているという。

　同研究所の建物を設計した

のは、長野宇平治。東京駅の設

計で有名な辰野金吾の弟子に

当たる。長野はこの建築を「プ

レ・ヘレニック様式」と命名した。

特徴は、裾ぼそりの柱、円盤列、

三角型空間、ロゼット、山形と

螺旋文様の構成装飾など。初期

に制作された机、いすなどの什

器類もプレ・へレニック

のデザインに統一して

いる。

　「建築を勉強し始め

てから、設計した長野

宇平治のことを知りま

した。大倉精神文化研

究所はギリシャ文明以

前の古代建築、古代の

プリミティブな神殿のよ

うなところがとても興味

深い。クライアントの大

倉さんは、東西の壮大

な文化、歴史を探求し

たユニークでおもしろ

い方だったのだと思い

ます。設計者との触媒

作用による共同制作と

原風景は、こうし

た典型的な里山

だった。

　建物の名称は、「大倉精神文

化研究所」。文字どおり東洋・

西洋の精神文化を研究し、伝

統文化を学び心を鍛える場所と

して設立された。隈氏の自宅の

大家は近くの農家で、幼なじみ

だったその大家の女の子の名前

から「ジュンコちゃんち」と呼ん

でいた。隈氏は、ジュンコちゃん

姉妹や近所の仲間数人と、大倉

山のやぶをかき分けて登り、記

念館によく遊びに行っていたと

いう。

　場所に深く依存している樹木

のような存在だと自身を語って

いる著書『僕の場所』（大和書

房）に、自分を育んだこの里山

の風景は詳しい。著書に関連し

て、「ジュンコちゃんち」について

「農家というのは生産行為の場

所。うちのようなサラリーマンの

郊外住宅と違って、ジュンコちゃ

んちは農作業の場所であって、

ヤギやニワトリを飼って生産活

動をしていた。その生産活動の

場所の生き生きとした楽しさって

いうのは格別でした」と解説す

る。この里山での経験は、いま

建
築
家　

隈 

研
吾
氏
に
聞
く

原
風
景
は
農
家
が
建
ち
並
ぶ
典
型
的
な
里
山

　横浜市港北区にある「横浜市大倉山記念館」は1932年、実業家で教育者・思想家の大倉邦彦が「大

倉精神文化研究所」として開設した東西精神文化の研究・実践施設を前身とする。81年に横浜市が寄贈

を受け、現在の名称になった。設計者の長野宇平治は大倉の思いをギリシャ文明以前の「プレ・ヘレニッ

ク様式」で形にした。建築家の隈研吾氏は小さいころ、生まれ育った自宅近くにあったこの研究所の周り

でよく遊んだ。子どもの目にはただ不思議な建物として脳裏に焼き付いていたという。

大倉山記念館 14

隈氏

遊び場だった不思議な建築
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いえるでしょう。三角形の窓（三

角型空間）、古代の神殿のイ

メージで言うと、バングラデシュ

のルイス・カーン設計の国会議

事堂に近いものがあります。好

きな建築ですね」

　辰野金吾からはどうしたら大

きな建築にもリズムがつくれる

のか、そのコツを学んだのでは

ないかと指摘する。「辰野は東

京駅でれんがの間に白い石を挟

むなど、リズムを刻むバランス感

覚を見せている。建築は、大きく

ても小さくてもリズムをつくりさ

えすれば良いものになる」

　大倉精神文化研究所理事長

の平井誠二氏はこう話す。

　「大倉邦彦は大正時代、大倉

洋紙店の３代目社長に就任した

時、同社の熱心な社員教育に携

わる中で、子どものころからの教

育の重要性を強く実感して、図

書館を併設した研究所づくりを

考えました。一般市民が誰でも

自ら勉強して心を豊かに、強くし

て社会貢献できる立派な人を育

成するのが目的です」

　ギリシャ神殿風の外観を持

つ研究所の建築は、この大倉の

思いを形にしていることが強く

伝わってくる空間になっている。

「正面入り口を入って真ん中の

吹き抜けのエントランス部分は

当初、『心の間』と呼ばれていま

した。人間の心です。階段を上る

とホールがあります。ここは『殿

堂』といわれていて、信仰心を表

す厳かな場所として教会、神社、

寺のいずれにもあるようなつくり

になっています」

　エントランスの吹き抜けの塔屋

壁面にはライオンと鷲の彫刻、ス

テンドグラスがはめ込まれ、ステ

ンドグラスからは黄金色

の光が差し込み、上部

空間全体が金色に輝く。

　「エントランスホール

に降り注ぐ黄金色の光

と殿堂で心を清らかにし、

坐禅道場で心を強くして

行動を促すということで

す。中央館の左右には図

書館と研究室を配置し

て知識を得る。大倉が考

えた研究所は、中心に心、

左右に知性を配して全

体で人間を表しています。

こうした強く正しい心と

豊かな知性を兼ね備え

た人間を育てるのが究

極の目的でした」

建
物
中
央
に「
心
」、
左
右
に「
知
性
」
配
置

正面外観

平井氏。ホール（殿堂）入り口前で

大倉精神文化研究所理事長　平井 誠二氏の話
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　横浜開港150周年の節目となる2009年、横浜港発祥の地に「象の鼻

パーク／テラス」が誕生した。オープン以来、憩い・交流・表現の場

として、さまざまな出会いを生み出し続けている。象の鼻パーク／

テラスを設計した小泉雅生氏と現地を歩きながら、完成までの秘話

や空間に隠された秘密を聞いた。

　かつてこの場所には、1859年

の横浜港開港に当たり、直線状

の2本の波止場がつくられた。象

の鼻パーク内の地面をよく見る

と、当時の波止場のうち西側の

1本がどこにどのように存在して

いたか、舗装の色の変化でわか

るようになっている。

　その後、東側の波止場が徐々

に大きくなり、湾曲した形になっ

た明治中期の湾曲した形に復元

しましょうという話にまとまりま

した」と明かしてくれた。

　“シンボル性”の獲得方法

にもこだわったという。「この

場所は、タワーのような形態で

シンボル性を獲得するのでは

なく、人間の身体感覚に則した、

ヒューマンスケールの空間づくり

をするべきだと感じました。そう

スクリーンパネルのあかりが夜の横浜を優しく包み込む

象の鼻パーク／テラス

ていったことから、明治ごろには

「象の鼻」と呼ばれるようになる。

1923年の関東大震災被災後は、

やや直線的な形に復旧され、物

揚場や船だまりとして活用された。

　象の鼻パーク整備に当たって

小泉氏は「実はどの時期の形に

復元するのが正しいのか議論に

なりました。結果として、やはり

象の鼻という場所の由来となっ

小さいもの並べ大きな風景

2022（令和4）年5月25日掲載
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したときに、小さいものを並べて

大きな風景をつくるという案が

思い浮かびました。その象徴が、

水面を大きく円形に囲い込むよ

うに配置したスクリーンパネル

です。個々のパネルが集まること

で、一つの大きな照明のように

感じられる。『みなと横浜』の原

点を表現しています」

　パーク内を歩くと、随所に明

治期の港の遺構が使われている

ことがわかる。なだらかな斜面

形状の芝生スペースには、工事

中に地中から発見され

た明治時代の舗石を

ベンチとして活用した。

「調べてみると神奈川

県真鶴町の小松石であ

ることがわかりました。

どうにかして使おうと考

え、斜面と並行に並べ

てベンチにするという

アイデアが浮かびまし

た」と語る。

　明治中期ごろに整備

された鉄軌道と転車台

もほぼ当時のままの姿

で発見された。転車台

はいまでも回るという。工事終

盤に出てきたこともあり「大騒

ぎになりました。関係者みんな

現地に集合して、どうしようどう

しようと右往左往」と懐かしむ。

続けて、「結果的に現地で展示

するのが一番良いという話にな

り、来街者が自由に見られるよ

うにガラス蓋をかけることにしま

した」

　このほかパーク内では、税関

施設の一つだった「煉瓦造2階

建倉庫」の基礎部分や関東大

震災で沈下した当時の防波堤の

一部がそのままの形で保存・展

示されている。

　公募型プロポーザルで自身が

設計者に選ばれた際のエピソー

ドも教えてくれた。

　「プロジェクトが開始するタイ

ミングに、横浜税関の当時の税

関長から呼び出しがかかりまし

た。行くと、マッカーサー元帥が

当時執務していた部屋などを案

内されるのです。一体何を言わ

れるのだろうとビクビクしている

と、税関長から『象の鼻地区は

税関の歴史の発祥の地で、とて

も思い入れのある場所だ。それ

を理解した上で設計してほしい』

との声を掛けられました。ものす

ごいプレッシャーでした」

　その後、遺構の発見など一筋

縄ではいかない工事を経て、象

の鼻パーク／テラスが無事完成

する。「税関長が『ずっと（横浜

税関の）執務室から工事の様子

を見ていた。柔らかい雰囲気の

場所が出来上がり、良い場所に

なった』と言ってくれました」と

話す。

　オープンから10年以上が経

ち、「みんなに認識される場所

になってきたと同時に、大人が

ゆったりとした時間を楽しめる

場所であることが認知されてき

たと感じています。象の鼻テラ

スに関しては、障がいのある方

とアーティストをつなぐ活動など、

意欲的な取り組みが展開されて

います。この場所で活動されてき

た栗栖良依さんは、東京2020パ

ラリンピックの開会式でステー

ジアドバイザーを務められました。

象の鼻テラスの取り組みは大き

な成果です」と感慨を込める。

過
去
と
現
代
つ
な
ぐ
遺
構
が
随
所
に

小泉アトリエ主宰 東京都立大学大学院教授　小泉雅生氏に聞く

左：左にあるのが象の鼻テラス。黒い舗装部分が当時の波止場の1本／右：小泉氏
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東永谷地区センター・
地域ケアプラザ

　横浜市港南区の東永谷地区センター・地域ケアプラザは、設計者・伊東豊雄氏の真骨頂である「閉じ

ない建築」の先駆けとなる公共建築だ。伊東氏によると「与条件が明快」で窮屈なところもあったが、そ

こをすり抜けて緩く自由につくる実験的なことを随所で試みている。後のせんだいメディアテークにもつ

ながっていく興味深い建築である。伊東氏と設計当時の担当者の柳澤潤氏（現コンテンポラリーズ代表

／関東学院大学）に聞いた。

　「どうやって与条件

の明快さから逃れる場

所をつくり得るかという

のが、われわれの大きな

テーマでした」。設計者

の伊東氏はそう振り返

る。面白い公共建築を

つくるために立ちはだ

かる「壁」を克服するに

は、風穴をあけるのでは

なく、壁の間をすり抜け

るしかないと話す。東永

谷地区センター・地域ケ

アプラザもそうだった。

「正直、窮屈なところも

ありましたが、エントランスから

体育室、図書コーナーの部分は

わりと緩く自由につくれるんじゃ

ないかと思いました」。現場監

さまざまなことを学んだバイブ

ルのような建築であり、「いろい

ろな意味で伊東豊雄建築設計

事務所にとっても公共建築から

学んだことの多い作品だったの

ではないかと思う」と話す。

　東永谷地区センターは2階建

てで、デイサービスなどの地域

ケアプラザを併設する建物。地

区センターの中には体育室をメ

インボリュームに図書コーナー、

音楽室、料理室、工芸室、会議

室などが配置されている。

　翌95年から設計が始まった

「せんだいメディアテーク」が、

公共建築としての自由度が画期

的に高かったこともあって、東

理を統括していた東建男氏（現

伊東豊雄建築設計事務所取締

役）、担当の柳澤氏とすり抜け

る道を模索した。実はここで、実

験的な試みがいくつか展開され、

伊東氏の公共建築への考え方

の端緒が垣間見られる。せんだ

いメディアテークにも連なってい

くものだ。

　担当の柳澤氏は東永谷地区セ

ンターの設計が始まった1994

年当時、30代前半だった。「伊

東さん、東さんと一緒にいろい

ろ考えさせていただきました。サ

イン一つ、家具一つまでこだわ

りを持ってつくることができまし

た」と話す。当時は、公共建築

の壁はあったとは言え、自由度

が残っていた。柳澤氏にとって

伊東 豊雄氏に聞く与
条
件
か
ら
逃
れ
る
場
所
を
つ
く
る

左：伊東氏／右：外観

2022（令和4）年6月8日掲載
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「壁」の間をすり抜け、閉じない建築

永谷地区センターの建築がより

「窮屈」に感じられたのかもし

れないが、先行した同センター

の意欲的な考え方はメディア

テークに生かされてもいった。

　その一つは、伊東氏の真骨頂

でもある「壁の少ない建築」だ。

せんだいメディアテークは、これ

を象徴する建築で、透明なガラ

スで覆われたチューブと呼ばれ

る構造体が上下階を視覚的につ

ないでいるのはよく知られてい

る。東永谷地区センターにもこ

の走りのような考え方が見られ、

機能の異なる地域ケアプラザを

「壁」をつくらないように巧妙

につなげた。

　伊東氏はこう話す。

　「（二つの機能について）外

と中とではっきり分けるように

と言われたので、地区センター

とケアプラザの間にコートヤー

ド（中庭）を設けて、（ガラスの

ファサードとすることで）お互い

に見合えるけれども機能的には

はっきり分かれている、というこ

とは一つの特徴だと思います」。

隣接する2階の図書コーナー

と1階のケアプラザがガラス越

しにコートヤードを挟む構造に

なっており、互いに人の動きが

見える。

　壁の少ない建築というつなが

る（閉じない）空間はさらに、両

施設を天井のアルミルーバーと

グレーの床で統一したこと、体

育室と図書コーナーをあえて隣

りに配置したことが挙げられる。

体育室そのものも閉じない建築

を先導しており、ファサードはガ

ラスだ。

　スペースがしっかりと確保さ

れた図書コーナーからは、ケア

プラザとちょうど反対方向にや

はりガラス越しで体育室が見え

る。体育室と図書施設が視覚的

につながる建物はほとんどない

のではなかろうか。静と動がガ

ラスを隔ててつながる。伊東氏

は「図書コーナーから見ると体

育室は吹き抜けの働きをしてい

るとも言えます」と指摘する。

　公共建築について伊東氏はこ

う述べる。

　「最近負けたある自治体のコ

ンペティションなんですが、調

理室と他の部分との境界を割と

緩くつくったんですね。そうした

ら役所の方から、これだとにお

いが外にもれてしまうのでまず

いのじゃないですかと言われた

のですが、ぼくは逆ににおいで

何をつくっているかが感じられ

た方が交流ができて、コミュニ

ケーションを促進するんじゃな

いかと思うんです。でも役所の方

にはなかなか許していただけな

くて。公共建築に立ちはだかる

壁の間をすり抜ける回り込み方

は、いろいろあるような気がして

います。利用者の方は模型を見

てもなかなか実感できない部分

があって、説明をしても理解が難

しいのは当然だと思うんです。い

ろんな方法で理解をしていただ

くよう努めていますが、出来上

がってみると割とさらっと良い

じゃないですか、みたいに言われ

ることも結構あるんですよ」

柳澤氏

図書コーナーからはガラス越しに体育室が見える
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　横浜都心部の魅力的なスポットを結ぶ地下鉄「みなとみらい線」。

個性あふれる各駅舎のデザインは、土木・都市・建築が融合した画

期的なものとして、2004年2月の開業当初から高い評価を得た。そ

の一つ、馬車道駅をデザインした建築家の内藤廣氏は、「これから

の駅は街とともにあるべきだ」という、当時の高木文雄横浜高速鉄道

社長からの言葉が「強く心に響いた」とふり返る。

　「それぞれアイデアを出してほ

しい。自由にプレゼンテーショ

ンしてくれ。そういうスタートで

したね」という。東急東横線を

延伸する形で横浜駅から元町・

中華街駅までを結ぶ、この長さ

携した都市のオープンスペース

として有効活用し、地域の財産

となる駅空間を創出していく。そ

の実現に求められたのが、既成

概念にとらわれない建築家の豊

かな発想と構想力だった。

みなとみらい線馬車道駅

4.1kmの鉄道は、地下水位が高

く軟弱な地盤に加え、三つの川

を横断するため、地中深くを走

行する。この地上からの「深さ」

を逆手にとって、地下に出現する

大空間を周辺の街づくりとも連

街とつながり地域の財産に

2022（令和4）年6月22日掲載
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　内藤氏とともに招聘されたの

は、みなとみらい駅が早川邦彦

氏、元町・中華街駅は伊東豊雄

氏、日本大通り駅が日本鉄道

建設公団（現鉄道建設・運輸

施設整備支援機構）の安藤恵

一氏。計画途中で追加された

新高島駅はUG都市建築の山下

昌彦氏が担当した。各分野の専

門家と市民代表で組織するデ

ザイン委員会に、月1回のペー

スでそれぞれの地区の特性を

考慮した駅空間デザインを提案

し、議論を重ねてプランを固め

ていく。そのプロセスを通じて、

初会合での「地元と一緒になっ

て駅をつくりたい」という高木

社長の言葉は「常に頭の中に

あった」と語る。

　馬車道は、横浜の発

展を担った歴史ある建

造物が建ち並ぶ地区と

再開発が進む新しい地

区との中間に位置する。

この場所性を踏まえた

「過去と未来の対比と

融合」をデザインのメ

インテーマとした。そ

の最大の特徴がコン

コース壁面のレンガだ。

職人が手作業で仕上げた「張り

ものではない正真正銘のレンガ

積み」であり、駅中央に位置す

る2層吹き抜けのドーム空間に

は大正以前に広島で焼かれた古

レンガが使われている。その陰

影ある肌合いはまさに歴史の堆

積そのものと言える。

　このレンガ壁は、「ほとんど

水の中。潜水艦を設計している

みたいなもの」という、極めて高

い地下水位に備えた漏水対策

の仕上げ壁となる。外殻コンク

リートから水が漏れてこないよ

うに隙間をあけるなど、レンガの

積み方は現代の技術が裏打ちし

ており、鉄道特有の列車振動に

も万全の対策を講じている。直

径24m、ドーム中央部での高さ

が12mという、地下とは思えな

いダイナミックな円蓋は「過去と

未来の融合」を表徴する空間と

して、GRC（ガラス繊維補強セメ

ント）で天井を形成。音響の専

門家である唐澤誠氏との協働に

より、吸音性能の高いアルミ吸

音パネルを取り付けるなど、良

好な音環境にも配慮した。

　一方で、地下水に備える必要

のない内部の柱などはすべてむ

き出しとした。「これまでの柱は

電線や設備の配管などを包み

込むことで張りぼてのように断

面が大きくなる。このカバーや

仕上げ材を剥がすことで、その

コストを函体の漏水対策に回せ

る」と提案した。防火区画用の

シャッターレールも熱押出鋼で

よりコンパクトとし構内やプラッ

トホームの視認性を高めた。照

明や空調の吹出し口などを一つ

のボックスに収めた新しいシス

テム天井も導入。プラットホー

ムに設置したアクリル一体成形

による浮遊感ある透明なベンチ

は、まさに近未来を想起させる

ものとなっている。

　他方、街と連動した「駅の在

り方」として、「横浜の歴史が

沈潜していくような場所をつく

る」ことも提案した。当時、市内

で歴史的な建造物が取り壊さ

れる際に主要なパーツを保管し

ていると聞いたことがきっかけ

だった。

　「それをレンガ壁に展示し、

この地下空間が横浜の記憶を

とどめる場所になればいい」と、

かつて駅の地上部にあった横浜

銀行旧本店別館の金庫扉、貸

金庫、階段手すりなどのパーツ

は東側コンコース壁面に。西側

コンコースの壁面は明治から昭

和にかけて活躍した建築家・中

村順平が手掛けた長さ45mの

大壁画『横浜開港史』が行き交

う人の目を引く。

　「鉄道はやはり安全が第一

でデザインはずっと後ろの方に

ある。だけど街とともになけれ

ば滅びるのだと、国鉄総裁も務

めた高木さんはそう思ってメッ

セージを発したのではないか。

そういう意味でも馬車道駅はよ

くできたと思う」と改めて感じ

ている。

左：駅中央の円形ドーム／上：内藤氏
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建築家 内藤 廣氏
（内藤廣建築設計事務所代表）に聞く
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　音楽やスポーツなど数多くの感動や熱狂に包まれてきた「横浜アリーナ」が生まれ変わった。2016年

に続いて実施した大規模改修工事が終了、22年8月に新装オープンした。設計・施工を竹中工務店が担

当。開業から33年、“ヨコアリ”の新たな歴史が始まった。

　竹中工務店は、新築時の設

計・施工を担当し、16年と22年

の大改修も設計と施工を担っ

た。このうち22年の工事の中心

は天井の軽量化で、高所作業が

必須。「無事故・無災害で完工す

べく、特に安全施工を徹底してい

る」（月岡正則作業所所長）。ま

た「鉄骨トラスの補強工事もあり、

当初計画で予定されていた在来

の吊り足場を、作業性の良いク

イックデッキ（先行床施工式フロ

ア型システム吊り足場）に変更す

るなど工夫し、タイトな工期に備

えた」という。

　高所足場作業での安全を徹底

するため、VR（仮想現実）ゴーグ

ルを装着した疑似体験の安全教

店設計部の松浦勇一主任は、高

橋主管と同様に、前回の大改修

に続いて今回の工事に臨んでい

る。「仕上げ工事のメインは、特

定天井を軽量なものに置き換え

るものですが、設備機器をスリッ

ト部にまとめることで天井はで

きるだけシンプルにして、より安

全性の高いものにするのに一番

気を使った」ほか、音響について

も「改修することでどのように変

わるかシミュレーションし、横浜

アリーナさんの要望にできる限

り沿う提案ができたと思います」

と語る。

　また、「横浜アリーナは、現在

は音楽イベントが大多数ですが、

計画当時はスポーツも含めた多

目的の利用をよりはっきりと意

図されており、それを念頭に設計

さています。例えば搬入口も、い

ろいろなイベントに対応

できるレイアウトがしや

すいよう3方向に設けた

のではないかと思いま

す。ロビーの動線空間や

通路幅など他の類似施

設に比べ、ゆとりがあり

ますが、そうしたことも

多目的施設としての使い

やすさを意識したためと

考えられます」という。

横浜アリーナ

育も実施し、万全を期した。ウェ

アラブルカメラを活用した遠隔

施工管理も導入、「すごく有効

だった」ほか、「BIMで足場モデ

ルをつくり、そこから数量を算出

して業務の効率化を図れた」な

ど、新たな取り組みも実施し、成

果を上げた。

　月岡所長を補佐する横浜・湘

南地区FMセンターの高橋昭三

主管は、前回の16年大改修を現

場代理人として采配した。「今回

は、前回はなかった構造の工事が

中心です。なかでも印象深いのが、

新しい他のアリーナに見劣りしな

いような吊り荷重への強化です」。

既存の施設に文字どおり、新たな

命を吹き込むようなリノベーショ

ンであり、感慨深い様子だ。

　設計と監理を担当した東京本

快適さを追求

多
目
的
ホ
ー
ル
の
代
表
格

上：施工中の吊り足場／右：外観

2022（令和4）年7月6日掲載
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　横浜アリーナが開業以来30

年以上、わが国の多目的ホー

ルの代表格であり続けている

理由の一つに、音響が良く、設

備機器が充実していることがあ

る。加えて、ステージの位置や1

万1,000席もの観客席などホー

ル内部の形状を、コンピュー

ター制御で自由自在に変えられ

る「ラムダシステム」も見逃せな

い。メインアリーナの床下に収

納している可動式客席ユニット

を昇降させることで、イベントの

企画・演出に合わせてステージ

の位置や観客席を3時間程度で

自由にレイアウトできるという

優れもので、使用者に評判のシ

ステムとなっている。

　開業以来初となる半年間の

休業を伴う16年の大規模改修

工事では、誘導サインの更新を

主軸としたロビー・トイレの内装、

照明器具のLED化、ユニバーサ

ルデザインへの対応、建物外部

の歩行者デッキ・正面広場・駐

車場の改修などを行った。

　また、横浜市は東日本大震災

後の基準に合わせた「天井脱落

対策事業計画」の中で、横浜ア

リーナを他の施設などとともに

「災害時に最も重要な

拠点」として位置付けて

おり、2回目となった22

年の大改修では吊り天

井の耐震化、いわゆる

特定天井の軽量化を始

め、空調設備や屋上防

水の更新、外壁補修な

どを実施した。

　横浜アリーナは、イベント会

場である半面、災害時には帰宅

困難者の一時滞在場所となる

公共施設としての顔もあり、大

改修により施設の長寿命化が

図られ、より安全・安心な施設

に生まれ変わった。

音響設備など充実 長
寿
命
化
に
対
応
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　09年の改修を工事長として

統括した清水建設横浜支店安

全環境部の堤俊明氏は「あんな

に難しい工事は初めてでした」

と施工当時を振り返る。工期11

カ月のうち、6割以上の約7カ月

を仮設工事に費やしたといえば、

その特殊性が分かろうという

ものである。極端な話、工事は、

施工のための仮設足場を架設し

たら先が見えた、と言って過言

ではなかった。

　工事名称「マリンタワー再生

事業改修工事（1工区）」。工事

内容は灯台と展望台の内外装

改修、鉄塔の耐震補強と塗装な

どで、「展望室と灯台室は外部

サッシ、屋根パネルなどを全面

更新」したほか、鉄塔の「上部に

鋼材を付け足して補強する、い

わゆる耐震補強工事と全面塗り

横浜マリンタワー

工期の6割超が
仮設工事

2022（令和4）年7月27日掲載

18

撮影：太田拓実

　観光名所の山下公園や大さん橋、港の見える丘

公園などのゲートとして位置付けられる横浜マリン

タワーは、横浜港のシンボルとして60年以上にわ

たり市民に親しまれてきた。開業は1961年。高さは

106ｍ。2009年の大規模再生事業に続き、19年か

ら2年半かけて実施した大規模改修も終了、22年

9月にリニューアルオープンした。眺望絶佳の一等

地で、来館者にとって2層の展望フロアから眺める

360度の大パノラマは必見だ。

眺
望
絶
佳
の
大
パ
ノ
ラ
マ
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替え工事」を行った。完成後50

年近くが経過し、初めての大改

修・再生工事であった。

　マリンタワーは、下から上に細

くなり、その頂上部に灯台室（現

在は役目を終えている）と展望

室が載る。周りは賑やかで、人や

車の往来も多い。工事中は多く

の人の目にさらされ、海の近くの

ため強風も吹く。それだけに物

の落下はもちろん、墜落転落な

ど無事故無災害での施工を徹

底し、万全を期した。

　というのも、このような工事

の場合、一般的には養生を兼ね

た枠組み足場やブラケット足場

を組み合わせて架設する。しか

し、着工前の段階で風の強さや

高所作業などを考慮して工程を

検討した結果、仮設の資材揚重

と架設が工事の大部分を占め、

工期を順守するのは厳しかった。

大部分の仮設工事が高所や空

中での作業となるため、安全確

保が大変で作業効率も悪く、コ

スト増になることも懸念された。

　そこで、タワー形状に合わせ

て3パターンの足場を設置する

ことにした。塔体部分の平面形

状変化と傾斜に対応し、昇降で

きる塗装用「クライミング足場」、

展望室のサッシやパネルなどの

付け替え作業を安全・安心に、

床上で効率よく作業できる「ス

ライド足場」、底部がお椀のよう

な形状の展望室上げ裏改修に、

同じく安全で効率よく作業でき

る「ユニット足場」の採用である。

　特にクライミング足場につい

ては「上に向かって細くなるのに

従って生じる隙間をふさぐため、

足場デッキに横方向に自動で伸

縮できるように改造した跳ね出

しステージを取り付けて鉄塔の

平面形状に対応できるように」

し、計4台で外周を取り囲み、耐

震補強や改修工事を行った。ま

た、塗装工事での飛散防止にも

なる養生シートについても、「強

風に耐えられるよう結束部分に

ワイヤーを入れて強化」すると

ともに、形状は一般的な長方形

ではなく、塔部の形状変化に合

わせて覆うことができるよう台

形の特注品とし、「工事中もタ

ワーのフォルムそのままの美しく

スマートな外形を維持」した。

　19年―。新装開業に向けて、

約10年ぶりに改修することに

なった。工事名称「横浜マリン

タワー改修工事（建築工事）」。

施工は渡辺組が担当した。主な

工事内容は、塔体部等の鉄部の

劣化補修と塗装改修、屋根や外

装の防水改修と塗装改修、低層

部内装の美装と更新（横浜市資

産の共用部）などである。

　作業所長を務めた渡辺組の

篠田隆信工事部次長は「工事の

メインは、塗装をはがして塗り

直すというもので、工事内容に

は特段、目新しいことはないで

すね」と事もなげに話すが、実

際の施工は容易ではなかった。

除去する塗膜に有害物質のPCB

（高濃度ポリ塩化ビフェニル）

が使われており、除去する際に

飛散を食い止める必要があった。

しかし、屋内などの閉鎖空間な

ら対処するのはたやすいものの、

鉄塔という吹きさらしの骨組み

だけの構造で、ましてや高所で

の除去作業である。飛散する条

件はそろっていた。

　除去にはまず、塔体を上下方

向に5つの区画に分割し、1区画

ずつ順繰りに施工した。「1区画

は高さ15ｍ。フレームの足場を

組んで外周を防音パネルで覆う

のですが、それだけでは空気の

流れは止まらないので、その中

にシートとベニヤで水平区画を

つくり、さらに内側をビニール

シートで養生して内部を負圧防

塵装置で負圧にし、万全の飛散

対策を取って作業しました」。1

区画につき、フレームを上げる

のに3カ月、改修のための棚足

場の組み立てに3.5カ月、その解

体に3カ月を要した。工期が2年

半となった大きな理由に、この

仮設工事があった。

　もう一つ、記録しておきたい

工夫に、材料等の揚重や搬出

に既存のエレベーターシャフト

を活用したことがある。「提案し

て、設計変更を認めてもらいま

した」という。篠田所長は、10年

前の低層部・機械棟の改修工事

「マリンタワー再生事業改修工

事（2工区）」にも参加しており、

その時の知識と経験がシャフト

活用に活きた。

エレベーター
シャフトを活用

高所で高難度特殊作業
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左：野毛山公園と一体となった図書館全景〈提供：前川建築設計事務所〉／右：橋本所長

　2021年6月に開業100周年を迎えた横浜市立図書館は、大きな時代変化に対応しながら、1990年代

半ばには市内18区すべてに設置されるなど、人と本をつなぎ、生涯の学びを支える場としての役割を果た

してきた。94年に開館した『横浜市中央図書館』は、この図書館ネットワークの中核であり、特徴ある建

築空間とデザインは、つながり・ひろがる〝知の森〟を体現する。その設計意図を前川建築設計事務所

の橋本功所長に聞いた。

　横浜市中央図書館は、横浜

の繁華街を見下ろす小高い野毛

山公園に隣接した敷地に建つ。

坂道の登り口から分かれるよう

な傾斜地の複雑な敷地形状に

あって、「この土地を見たときに、

野毛山公園と街との連携がとて

も大事であり、この敷地の不定

形をどうやって活かすのかをま

ず検討した」という。

　「ある一定のボリュームを

持った単位空間が増殖し、ある

いは収縮して変化しながら連続

していく」という〝前川建築〟の

特徴も活かしながら「この土地

に合う増殖の単位は何か」を探

り、検討を重ねた結果、導かれ

たのが「柱を中心に、正三角形

を組み合わせた正六角形が隣り

たちの動線をどれだけ短くでき

るかが大事」だとして、六角形の

単位ユニットを湾曲するように

展開し、大空間の閲覧

室を確保しながら、光

庭を挟んで抱え込む形

に事務室を設けること

でバックヤードからの移

動が容易な効率のいい

書架配置を可能とした。

　閲覧席も六角形の形

を活かして窓側に設置

することで、資料と座席

の距離をできるだけ縮

めると同時に緑豊かな

外部環境ともつながる、

居心地の良い快適な空

間環境を提供している。

　図書館には歴史的、

横浜市中央図書館

合うことで増殖していく」プラン

ニングだ。全体の佇まいとしても

「六角形のボリュームが立ち上

がって山なりにつながり広がっ

ていく。野毛山と街の景観に対

して一つのリズムを与えることが

できる造形」をもたらしている。

　開館時で約150万冊の蔵書を

収容できる、公立では全国有数

の規模を誇る大型図書館として、

限られた敷地とスペースの中で

大規模開架を実現する上でも

「単位空間」の考え方は効果を

発揮した。人がスムーズに移動

できるよう、書架の間隔は1.8m

に、柱と柱の間隔は書架6列分

となる10.8mにそれぞれ統一。

　さらに「図書館の計画では利

用者はもちろん、そこで働く人

単位空間がつながり・ひろがる〝知の森〟

前
川
建
築
設
計
事
務
所
所
長  

橋
本 

功
氏
に
聞
く

2022（令和4）年8月10日掲載
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学術的な価値の高い資料や書

物も多く保管されている。それ

だけに空調環境の整備にとどま

らず、「建物自体が丈夫で元気

でなくてはならない。シンプルイ

ズベストで長持ちする素材を使

うのも基本の一つ」と前川建築

の流儀の一端を語る。

　この図書館では、蔵書を温度

や湿度の変化から保護するため、

外壁は石張りとし、外断熱で二

重壁のオープンジョイント工法

を採用した。

　「要するに躯体があって断

熱材があり、その外側に空気層

があって石がある。外気温が上

がっても躯体を温めず、室内に

対しても外気の熱負荷を抑えて

いる。省エネ的にも優れた性能

を持っている」ことに加え、水密

性を保持し浸入した水を外部に

排水させるため、「よほど大きな

災害でもない限り、しっかりと

メンテナンスしていけばこの建

物の構造体としての鉄筋コンク

リートは100年でも200年でも

長持ちできる」と自信を込める。

　他方、「商業的で劇場化」

する近年の公共図書館の在り

方には率直に疑義を差し挟む。

「ショールーム化も一つのやり

方ではあるし、いろいろなバリ

エーションがあっていい。だが

図書館活動の原則は本と人が

どうふれ合うかであり、写真映

えするからと人が集まり、見に

来るものではない。単に本の表

紙を見せるのではなく、著者は

何を訴え、何を語ろうとしている

のかを感じられる、触れること

ができるところに図書

館の醍醐味があるはず

だ」と。

　横浜市中央図書館

では、より多くの市民に

「本を手にとってもら

いたい」との思いを込

め、書架の高さを身長

150cmの人が一番上の

棚に手が届く2065mm

に設定した。情報過多

社会だからこそ、94年

のユネスコ公共図書館宣言に

ある、「地域において誰もが知

る権利を得る窓口」であり「自

分の意思で自らの思想性を培い、

情報を判断し、それを発信でき

る礎をつくる」という公共図書

館の役割は「今後ますます重要

になっていく」と見据える。

1階エントランスと総合カウンター〈提供：前川建築設計事務所〉

本
を
守
り
、
本
と
ふ
れ
あ
う

撮影：川澄明男
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　1986年に開館した『横浜市市民文化会館関内ホール』は、芸術文化の発信と交流の場として、長く市

民に親しまれてきた。築後30年が経過したことを機に大規模改修工事を実施。モダニズム建築の名作を

多く世に送り出した建築家、芦原義信の設計による建築の質やオリジナリティーを保持しながら、さまざ

まなジャンルのエンターテインメントをより快適に楽しめる空間として、2018年9月にリニューアルオープ

ンしている。改修設計を担当した建築家で芦原太郎建築事務所所長の芦原太郎氏に、設計のポイントと

ともに、モダニズム建築の活用の在り方などを聞いた。

　横浜の中心市街地として発展

してきた関内・馬車道エリア。こ

の開港以来の歴史が息づく街並

みに大きく開かれたファサード

は、関内ホールの持つ魅力の一

つだ。

　「街に対する顔をどうつくっ

ていくか、一生懸命考えていた

のだと思う。外部空間や街並み

についての研究が実作品に実践

されている。音響や雰囲気を含

めホールもオーソドックスにきち

んとできている。公共ホールの

優等生だなと感じる」と、その印

象を率直に語りつつ、改修に当

たっては「いまの時代に、いまの

人びと、街にとって最良な答えを

芦原氏

市民文化会館
関内ホール

街に果たす役割受け継ぎ最適化
出す」という思いを込めた。

　なにより「モダニズムの建築

家として機能、ファンクションを

重視していたわけだから、僕らも

極めてオーソドックスに機能面

から次の30年に向けた関内ホー

ルを考えた」とふり返る。

　開館以来、初めての長期休館

を伴った大規模改修工事では、

災害拠点施設としての機能を担

保するため、大小ホールとエント

ランスの特定天井耐震化改修を

中心に、施設全体の長寿命化対

策として設備インフラを全面更

新。さらに天井改修に合わせて大

ホールの音響計画や舞台機構も

更新するとともに、ホール客席を

含め内外装をリデザインした。

　特に音響は「ホールにとって

一番大事なこと」であり、「関内

ホールはもともと音響の評判も

良かったが、どうせ天井を変える

のなら地震対策だけでなく、よ

り良い音になる天井にしよう」と

永田音響設計と協働して最適解

を求めた。

　ホール客席も「座席幅を広げ、

椅子自体もグレードアップした。

中央ブロックは千鳥配置に変更

し、より気持ちよく見えるように

している」など、安全で快適に

鑑賞できる環境を整えた。客席

の色は「馬車道の赤レンガをイ

メージしたエンジ色に近

い赤」に大胆に変更し、

「ハレの場」としての高

揚感も演出している。

　ファサードの雁行す

るミラーガラスの壁面は、

街路樹からの木漏れ日

をイメージさせる白のア

ルミのデザインパネルを

西側に１面ずつ取り付け

ることで日射を遮へいし

ながら変化のある表情

を見せている。エントラ

ンスの床仕上げも既存

のレンガタイルから白を

基調とした石張りに更

新することで明るく来

場者を迎え入れる空間

とした。

　一貫するのは「意匠

的な部分や空間の持つ

建
築
家 

芦
原 

太
郎
氏
（
芦
原
太
郎
建
築
事
務
所
所
長
）
に
聞
く
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　パリの街がそうであるように、

「都市の魅力を形成するには

100年以上、200年、あるいは

300年というスケールで時間を

積み重ねていくことが大事にな

る」とした上で、「いまの時代の

〝いいね〟を建築の形にして次

の時代に引き渡す。受け継いだ

方はその時代、時代で工夫して

いく。要は長い時間をどうやって

継続させるか。ダイナミックな発

想の転換をしながら、建築やイ

ンフラをうまく使いこなすか、そ

の使い方の知恵を社会なり街が

持つ必要がある」と強調する。

質、オリジナルなものは尊重し、

きちんと活かしながら、性能はよ

り良いものにしていく」姿勢であ

り、「父の意識にあったのは、横

浜の市民の、街の、都市のため

に役に立つ建築を一生懸命つ

くっていくという思いではないの

か。その役割をいまの時代にで

きるだけうまく果たしていくため

に改修していく」という、受け継

がれる思いだ。

　他方、「父の時代は手描き図

面。これをすべてCADデータで

書き起こすという、設計の前段

での図面のCAD化には苦労し

た」と苦笑いしつつ、「そのCAD

データをベースに、ファシリティ

マネジメントを展開していけば、

いずれまた来る設備更新への

対応をはじめ、維持管理の効率、

能率を上げることにつながるの

ではないか」と提起する。
時を重ね使いこなす知恵を

上：外観／下：大ホール
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　「日本の歴史的名建築の理想郷のようなところ」。建築史家、建築家の藤森照信氏は、横浜市中区の

「三溪園」をそのように表現する。大好きな場所の一つだ。明治から昭和にかけて活躍した実業家・原

三溪が、日本の古建築を京都や鎌倉などから移築し、広大な敷地に巧みに配置した日本庭園である。国

の重要文化財が１０棟ある。京都・燈明寺から移された室町時代の建築・旧燈明寺三重塔をランドマー

クとする外苑、藤森氏が「全身数寄屋造り」と評価する「臨春閣」を景観の中心とする内苑で構成され

る。その臨春閣が2022年、５年にわたる大修理を終えた。内部からの庭園の眺めも考えられた臨春閣

で、藤森氏に三溪園の魅力などを聞いた。

　三溪園は17万5000㎡もの広

大な敷地に、古くは室町時代に

さかのぼり桃山時代を経て、江

戸時代を中心とする古建築を

移築した。京都の二条城内で江

戸時代に建てられたといわれる

「聴秋閣」を1922年に移築して

全体が完成。2022年で完成100

周年を迎えた。最初の移築は

1905年、豊臣秀吉が桃山時代

に建てた「旧天瑞寺寿塔覆堂」。

三溪はその後、桃山時代にゆか

りの建築や美術品を蒐集（しゅ

うしゅう）していったという。

　藤森氏はこう話す。

建てられたと伝えられるもので、

書院造りで茶亭の建築である。

のちに家光の乳母であった春日

局に与えられたという。入り口が

一段低くなっているのが特徴で、

これは水辺から舟で直接上が

り込むための空間で、舟遊びを

意識したものであったことが想

像されると三溪園の公式ホーム

ページに説明されている。

　「御座船という大名や将軍

が乗る屋形船があるが、建物を

実際に見たときにそのような船

を意識したのだというのは本当

だったのだと思った」

三溪園

　「庭園を歩くと一見京都の

ような感覚を持つかもしれない。

でも、京都にもこれだけ歴史的

な名建築が集まっている所はな

い。日本ではここだけだと思う。

原三溪さんは自分の好みで集め

たのだが、非常に趣味が良くて、

洗練されている。日本の歴史的

名建築の理想郷のようなところ

だと思う」

　建築史家にとって見どころが

満載の庭園だが、中でも藤森氏

が大好きなのが「聴秋閣」だと

いう。聴秋閣は、徳川家光の上

洛に際し、1623年に二条城内に

歴史的名建築の理想郷

建築史家・建築家・東京都江戸東京博物館館長　藤森 照信氏に聞く

左：臨春閣は11年かけて念入りに配置が考えられ、池に面して三つの棟を奥にずらしながら連結させた／右：藤森氏

2022（令和4）年9月7日掲載
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　意匠は、幕府の造営

などに関わる作事方を

務め、茶人でもあった佐

久間将監によるといわ

れ、三つの屋根を組み

合わせた外観から移築

前は三笠閣と呼ばれて

いた。三溪はこれを聴

秋閣と改め、周辺を秋

に紅葉を楽しむ風情と

した。

　内苑の中心である臨

春閣は、歴史上ほとん

ど残っていない貴重な

数寄屋造りの建築だ。

　「日本の住宅は寝殿

造りがあって、それが発

達して書院造りになっ

て、書院造りができた

時点で千利休が茶室を

つくる。それで、書院造りが茶室

の影響を受けて数寄屋造りが生

まれた。江戸時代には書院造り、

数寄屋造り、茶室の三つが併存

して、基本的にはそのまま現代

につながっている。茶室や書院

造りは情報があって成立過程は

分かっているが、数寄屋造りは

現存する建物が初期のものとし

て桂離宮だけで、その後がずっ

となく、途中にこの臨春閣があ

るくらい。それほど歴史は古く

ないけれど、どう成立したかよく

分からない。数寄屋造りは無駄

なものをそぎ落としてシンプル

に薄く、細くつくるもので、火に

も弱いから管理が大変でなかな

か残らなかった。この臨春閣は、

どこにも長押（なげし）が回って

いないことからも、まさに『全身

数寄屋造り』といえる貴重な建

物になる」

　数寄屋造りは歴史の文脈で見

るのは好きだが、自分自身が建

築家として数寄屋の美学で設計

をすることはないだろうと話す。

「（設計しないのは）数寄屋造

りは、畳割ということもあってほ

ぼ完成している様式なので、何

か新しいことをやろうと思って

も難しいから。（ドイツの建築家

の）グロピウスが初めて桂離宮

を見たとき、コルビュジエに手紙

を書いていて、『自分たちのやろ

うとしていたことは既にここで

やられている』という内容だった。

数寄屋造りはそれほど完成した

建築だった」

　臨春閣の配置については「入

り口から順に見ていくと一本の

軸を通す視線を持ちながら、随

所で崩していくことを意識した

ことが分かって、さすがだなと

思った。古美術が好きで書画を

たしなんだ三溪にとって、庭の

造形はあえて勉強はしなくても

大体理解できていたのではない

かと思う。庭づくりの原則は、石

庭とは違って浄土庭園といって

極楽をイメージしている。阿弥

陀如来がどこかに置いてある感

じがあって、三溪園もそれをわき

まえてやっておられる」と述べる。

　自然や文化が地域や国の誇り

を象徴するのだと言う。

　「その国、その地域に暮らす

人は自分たちの場所、生きてい

る時代に誇りを持つということ

がとても大事なこと。その誇りを

象徴するのが自然や文化だ。三

溪園はまさに地域にとっての象

徴。誇りをつないでいく場として

大事な働きをしている」

藤森氏が一番好きだという「聴秋閣」

御
座
船
を
思
わ
せ
る
「
聴
秋
閣
」
に
魅
了
さ
れ
て
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　浄水処理施設の中央部に、四

角形の四つの建屋、八角形の二

つの建屋が整然と立ち並ぶ。四

角形の建屋は元々、ろ過池の整

水室として整備された。当初室

内にはバルブがあり、ろ過する

水の量を調整する役割を果たし

ていた。

1973年の改修工事により緩速

ろ過池と整水室は機能を停止。

工事に伴い整水室4棟は解体し

たものの、東側の4棟は現地で

保存し、97年には八角形2棟の

建屋とともに国の有形文化財に

登録された。

西谷浄水場
 （旧整水室上屋、旧浄水井上屋、旧配水井上屋）

　日本の近代水道発祥の地・横浜。初めて給水を開始した1887年、水栓からほとばしる水に市民は驚嘆

した。その28年後の1915年3月、横浜市のほぼ中央に位置する保土ケ谷区の高台に、西谷浄水場は誕生

した。ここには、横浜に数ある有名近代建築に引けをとらない、赤レンガの小さな建屋が6棟、凜と佇んで

いる。何のためにつくられ、今後どのように保存されていくのか、現地を訪ねた。

赤レンガの小さな文化財

　当時は、現在主流の薬品を利

用して水をきれいにする急速ろ

過ではなく、微生物の力を使う

緩速ろ過を採用しており、この

方式では急速ろ過池に比べて

広大な敷地が必要で、当初はろ

過池が八つあった。

　整水室も同数備えていたが、

1997年に四角形、八角形の建屋ともに国の有形文化財に登録された

2022（令和4）年9月21日掲載
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と特長を表す文章が残っている。

これを見ると、建設当時から場

内の美観を意識して浄水場を整

備していたことがわかる。

　西谷浄水場の再整備（2032

年工事完了見込み）により、現

存する四角形、八角形の6棟は

敷地内の別位置に曳家工法で

移設される。「関東大震災前

の希少なレンガ造」、かつての

浄水場の水の流れを示す「配

置」、浄水場らしいのびやかな

「景観」の三つの価値があるた

め、移設時には極力既存の配置

や向きに配慮した形で残すとい

う。滑車などの使用に伴う振動

で損傷しないように、基礎補強

した上で、細心の注意を払いな

がら移設する。

　1号配水池管廊（地下通路）

の出入り口となっている坑門も

特長的だ。外観はユーゲント・

シュティル様式というドイツ風

の様式を模しており、建設当時

は装飾が施されていたことが見

て取れる。

　配水池の内部は二つに分かれ

ており、その間には通路がある。

通路への出入り口が

坑門だ。現在この配水

池は耐震性不足など

のため使われておらず、

中に入ることはできな

い。再整備により解体

し、跡地はろ過池とな

る。配水池の解体に

伴いこの坑門も撤去

するが、現在、保存の

方向性を検討している。

　銅板葺き平屋建ての

整水室は、赤レンガを

基調に花崗岩のライン

が入った建築デザインで、

1914年12月に開業した

辰野金吾設計の東京駅

丸の内駅舎や17年7月

開館の横浜市開港記念

会館を彷彿とさせる。

　現在の銅板屋根は緑

青色だが、当初は鮮や

かな赤褐色だった。室

内は漆喰塗りで、中央

の照明器具取り付け口

は陶磁器となっている。

　一方、八角形の建屋は1号配

水池（現在は休止）の脇に1棟

ずつ設けられた。ここにもバル

ブがあり、配水池に出入りする

水の量を調節していた。形状が

八角形となっていること以外は、

外観、内観ともに整水室と同様

の造りとなっている。

　どうして浄水施設の建築が、

ここまで凝ったつくりになってい

るのか。「横浜市水道第二拡張

誌」（1919年）には「場内ノ美観

ヲ添ウル為メ其上部ニ煉瓦及ヒ

花崗岩ヲ以テ上屋ヲ築造シタ」

四角形、八角形の建屋ともに形状以外は外観・内観同様のつくりとなっている

西谷浄水場
 （旧整水室上屋、旧浄水井上屋、旧配水井上屋）

関
東
大
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災
前
の
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な
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　日本の海の玄関として世界各国のクルーズ船が寄港する「横浜港大さん橋国際客船ターミナル」。そ

の設計者を選定する国際コンペで世界41カ国、660の応募作品の中から最優秀作品に選ばれた英国在

住の建築家、アレハンドロ・ザエラ・ポロ氏とファッシド・ムサヴィ氏による建築家ユニットfoa（foreign 　

office architects）案は、コンピューターを媒介とした、従来の建築の概念を覆すような斬新なデザイン

が世界の建築界に衝撃を与えた。

　「他のコンペ案とは全然違う。

foa案を見て衝撃を受けた」。

コンペの審査結果が発表された

1995年当時、京大大学院生だっ

た岸川謙介氏（京都精華大教

授・akk代表）、早大大学院生で

コンペにも参加した田村圭介氏

（昭和女子大教授）と小林泉氏

（パワーアーキテクツ代表）は、

そう口をそろえる。これをきっか

　転機は99年。それぞれが次の

ステップに向けて日本への帰国

を考え始めていた時に、コンペ

後は基本設計段階でとどまって

いた「横浜」が動く。「興味が

あったらチームに加われ」という

ポロ氏の呼び掛けに呼応し、同

年9月1日、東京・芝浦に開設し

たfoaの日本オフィスで実施設

計がスタートを切った。

折り紙を想起させる架橋のホール内部〈提供：横浜市港湾局〉

横浜港大さん橋
国際客船ターミナル

けに3人とも渡欧を決意。大学院

修了後、岸川氏と小林氏は英国

のAAスクールとUCL（ユニバーシ

ティ・カレッジ・ロンドン）、田村

氏はオランダのベルラーへ・イン

スティトゥートにそれぞれ留学し

た。直接師事した岸川氏をはじめ、

3人ともポロ、ムサヴィ両氏に学

ぶ機会を得ながら、ヨーロッパの

建築プロジェクトに携わっていく。

「見たことのない空間」実現へ若き才能集結

2022（令和4）年10月5日掲載
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　当時、foaに設計協力してい

た現代建築研究所に勤務し、後

に管理技術者としてf o aメン

バーに合流した永山智文氏（横

浜市建築局施設整備課担当係

長）は、コンペ後にfoaと現代建

築研究所、それに構造設計集団

〈SDG〉と森村設計も加わった

設計チームがコンペ案の実現性

を高めるスタディーを際限なく

重ね、基本設計を練り直す姿を

間近に見てきた。

　一方、当時からロンドン事務

所に在籍し、意匠全般を担当し

た松澤憲一氏（楠山設計設計

部係長）は、特に構造をめぐる

議論について、「SDGの渡辺邦

夫さんは、構造はスペースフレー

ムにして上面と下面に仕上げ

をし、コンペのイメージ、つるっ

とした空間を推していた。けれ

ど、アレハンドロとファッシッド

は建物全体の形状がカードボー

ド構造と入れ子状になることに

こだわった」と語る。そして、つ

いにコンペとはやや異なるカー

ドボード構造の下面を無くして、

折板構造を露出するという決断

に至る。「二人がコンペのイメー

ジよりコンセプトを重視したの

には驚きました。竣工時にはコ

ンペとの違いに批判があったけ

れど、素晴らしい判断だったと

思う」と振り返る。

　2000年3月に着工を迎えたが、

基礎工事と並行して上屋の詳

細検討を進める〝力業〟だった。

埋立地の建設地では地中25～

56mの深さまで合計485本の

鋼管杭を打設。その上に強固な

基礎構造を構築した。建物の長

さは約450m。まさに「港湾工

事、土木のスケール」だった現場

で「建築」を実感したのは上屋

のメインフレームとなるボックス

ガーダーの設置が始まってから

という。「海上輸送された最初

のワンピースがクレーンで船か

ら吊り降ろされた時はものすご

く感動した。やっと形が見えた

瞬間だった」と永山氏は語る。

　田村氏は現場を訪れた建築

家のレム・コールハース氏を案

内した時に「こんな建物は世界

中で見たことがない」と言われ

たことを鮮明に覚えている。一

方で「最先端の建築と思って

いたが、ガーダーが並んできた

時にエッフェル塔が横になった

ような前近代的な感じがあって

ショックを覚えた」とも。

　岸川氏も「3Dは使っていたが、

やっていることはけっこうローテ

クで折板の形もすべて手作業で

描いていた。アルゴリズムやプ

ログラミングの前段階だった」

と指摘する。

　「動線の設定が変わると3D

モデルもすべて変更と

なる。ガーダー1列全部、

折板もすべて作り直さな

ければいけない。やりな

がら考え、発見していく。

その連続だった」とは

小林氏の弁だ。

　竣工を迎えた時、田

村氏は「最先端と思っ

ていたものが実は優し

い建築だと感じられて幸せな気

分になった」という。「ここに来

る人はみんな笑顔で、戻ってい

く時も笑顔になっている。それ

がうれしく誇りにも思う」と永山

氏。岸川、小林両氏は「ここに

携わったみんながこれは俺がつ

くったと自慢できるような、そう

いう思いを共有していることが

うれしい」と口をそろえる。

　かつて自らが学生時代に

代々木体育館を見て感じたよう

に、竣工から20年を経て、いま

若い学生が「大さん橋」を見て

建築の道を志すきっかけになっ

ていることに大きな喜びも感じ

ている。

や
り
な
が
ら
考
え
発
見

左から永山氏、小林氏、松澤氏、岸川氏、田村氏
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　この競技場の最大の特徴は、

ピロティ形式にある。いわゆる高

床式で、施設全体が1,000本以

上の柱に支えられた人工地盤の

上に造られている。高床式の理

由は、鶴見川多目的遊水地内に

建設されているためで、増水など

で遊水地に水をため込んでもス

タジアムが利用できるよう工夫

されている。

運動施設などを備える横浜市ス

ポーツ医科学センター、スポーツ

コミュニティプラザ（日産ウォー

ターパーク）も開設されている。

　建設に当たっては、まず深さ

約25ｍにある支持地盤まで現

　スタジアムの形状は方円形

で、地上7階建て。1階（階高約

8.1ｍ）は遊水地機能を兼ねた

駐車場で、2階部分にフィール

ドが設けられ、その全周に大屋

根で覆われた2層式の観客スタ

ンド（4 -7階）が配置されてい

る。また、スタンドの下には業務

関連や競技関連諸室、店舗、コ

ンコースなどのほか、診療所や

地震に強い
PCaPC造

2022（令和4）年11月2日掲載

60

　命名権による「日産スタジアム」の愛称で親しまれている横浜国際総合競技場は、国内最大級の観客

席7万2,077席を誇る。建設着手は1994年1月で、97年10月に竣工し、翌98年3月に供用開始した。各種

競技のほか、コンサートなど幅広く活用されており、中でもスポーツイベントでは国内大会はもとより、国

際大会も数多く開催されている。

横浜国際総合競技場
 （日産スタジアム）

全景。増水時、地上レベルは遊水地となる
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場造成杭を築造し、その基礎の

上にプレキャスト・プレストレス

トコンクリート（PCaPC）造で

躯体の骨組み（柱、梁）を構築。

具体的には、鉄筋コンクリート

（RC）造の柱と梁を工場でプレ

キャスト（PCa）化し、うち柱は

現場でプレストレス（圧縮応力）

を加えて建て込み、梁について

は工場で、1次ケーブルでプレス

トレスを与えて現場に持ち込み、

建て込んだ柱のコーベル（持ち

送り）の上に単純支持させる。そ

して、その後、柱と梁を圧着ケー

ブル（2次ケーブル）により、さら

にプレストレスをかけて圧着さ

せている。

　地震に強いのが特徴で、

PCaPC造を採用した利点として

他に①施工中や完成後の冠水

対策として有効②工程管理がし

やすい③高品質で高強度コンク

リートによる品質確保が可能④

鉄骨造に比べ経済性が高い⑤

工事車両を少なくできて大気汚

染対策につながる⑥型枠合板

ではなく繰り返し利用できる鋼

製の型枠の採用で、森

林破壊や産業廃棄物の

発生を抑える――など

がある。

　スタンドの架構でも

スタンド下にコンコース

などを設けたため、コン

クリート壁や筋交いな

どは採用せず、柱と梁に

よる骨組みで耐震性を

確保。安全性は万全で、

横浜市条例に則り建築

基準法に基づく地震係

数をさらに1.25倍した

地震力で設計しているほか、屋

根やフィールドの架構も入念な

耐震対応を図っている。

　この競技場は、構想・建設時

から国際Ａマッチ競技の開催は

もとより、各種イベントに対応し

た空間構成と設備を備えた最

上級スタジアムとして整備され

ており、そのための先進技術や

最新設備などを導入、また更新

を含め先進性の確保に余念は

ない。

　例えば、全天候型のトラック

は日本陸連第1種公認および国

際陸連クラス2認証で、特にサッ

カー競技などで重要になる芝生

については、夏芝と冬芝を併用

して1年中美しいフィールドをつ

くっているが、人工地盤で地温

の変動が大きいため、芝の養生

を考慮してフィールド下30cm

の土の中に温度調節ができる温

水パイプが敷設され、最適な状

態が保たれるようになっている。

　スタンド全周に架設してい

る屋根は騒音や照明光を遮る

制振鋼板とし、軒天下

にはアルミ吸音材、開

口部には遮音壁を設

置。照明はLED化され、

フィールド照明は隣接

のメディカルゾーンに影

響を及ぼさないよう屋

根の下に配置されてい

るのを始め、建物外周

コンコース照明もさま

ざまな色で彩られるよ

うになっている。さらに、

水再生センターから下

水再生水を引き入れト

イレ洗浄水等に利用し

ているほか、雨水も散水利用し

ており、案内や誘導などの各種

サイン、120基設置のデジタルサ

イネージ、先進の音響設備など

ソフト対応も充実している。

　横浜国際総合競技場は、東

京2020オリンピック競技大会

でサッカー男女の決勝戦が行

われたことにより世界で初め

て、3大スポーツイベントといわ

れる「FIFAワールドカップ」「ラ

グビーワールドカップ」「オリン

ピック競技大会」の決勝戦会場

になった。

先進性を確保

千
本
以
上
の
柱
が
支
え
る
高
床
式

国
内
最
大
級
の
多
目
的
ス
タ
ジ
ア
ム

フィールド〈提供：（公財）横浜市スポーツ協会〉
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　「ぶんたい」の愛称で親しまれた横浜文化体育館が、横浜市の横浜文化体育館再整備事業で生まれ

変わろうとしている。中核施設となるのが、メインアリーナ「横浜BUNTAI」とサブアリーナ「横浜武道

館」で、うち横浜武道館は開館し、各種武道やバスケットボール、フットサル、体操、卓球、プロレスなど

の会場として利用されている。斬新な意匠をまとった横浜BUNTAIは2024年4月の開館に向けて建設中

で、完成すると横浜の新たな名所の一つになること請け合いだ。設計意図などを梓設計の永廣正邦専務

執行役員プリンシパルアーキテクト、石成雅人チーフアーキテクトの両氏に語ってもらった。

　設計に際しては、「地域に何を

提案できるか」「地域に何が求め

られているか」など、まずはまち

の課題を整理し、構想をスター

トしました。それに基づき「人・文

化・まち」の三つのキーワードを

抽出し、それぞれを「つなぐ場」と

して施設コンセプトを掲げました。

「人・文化」では集客力・発信

力・コミュニティー、「まち」では

にぎわいと回遊性を生みだすこ

点として、にぎわい創出・地域の

活性化につなげていきたいと考

えています。

　横浜BUNTAIの建設は、24年

の開館に向けて急ピッチで進ん

でいます。建築コンセプトである、

まず、まちづくりの象徴として交

流と集客を生む「シンボリックア

リーナ」とすべく、みなと大通りに

とを施設づくりのポイントとし

ました。市庁舎跡地などの周辺

エリアの開発が進んでいますが、

本事業は関内と関外地区をつな

ぐ中核施設となることも目指して

います。

　具体的には、市民利用はもと

より、大規模な大会やコンサー

トなどの興行にも対応した施設

整備により、スポーツ振興やさま

ざまなエンターテインメントの拠

視覚差で
モアレを起こす

キーワードは「人・文化・まち」

2022（令和4）年11月16日掲載

99横浜BUNTAI／横浜武道館
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面した建物の風景を重視し、横浜

らしい浜風になびく帆をイメージ

した唯一無二の外観としました。

　具体的には、2枚の外装スキン

（外側はアルミ板に80mmの穴

を14cm間隔で開け、内側は壁面

に塗装された黒いドット模様）に

より生じる視野差で揺らぎ、いわ

ゆるモアレによる印象的な風景

を演出したいと考えています。

　港町ならではの特徴的な外観

は、季節に合わせたライトアップ

によるこだわりの夜景と相まって、

横浜の新景観が創出できればと

思っています。

　多彩な興奮と感動を生む「ハ

イパフォーマンスアリーナ」を実

現する仕掛けの一つとして、壁

面型大型ビジョン3面分（9:48）

を横長に設置します。さらに、客

席はステージを囲む扇形に配置

し、いわゆる3方向からステージ

を見る劇場型アリーナとなります

が、可変性も考慮しており、演出

面でも大きな威力を発揮します。

さらに、これにより多様な興行

に対応する「エンターテインメン

トアリーナ」、変化するまち・人

のニーズへの対応、運用の自由

度を高める「フレキシブルアリー

ナ」を具現化したいと思います。

　横浜BUNTAIは地上3階建て。

1階はアリーナ階で、2階のメイ

ンは観客席となっています。3階

はVVIP・VIP席（7室）などのプレ

ミアムゾーンです。2階はロビー

とラウンジのほか、体育室も配

置します。また、3階のVVIP・VIP

ゾーンにはボックス席やカウン

ター席が設けられ、スナッキング

（ゲームをつまみにそれぞれの

観戦スタイルで飲食）できるホス

ピタリティーあふれる観戦環境

をつくります。また2、3階レベル

では、飲食のサプライも可能な

民間収益施設との連絡動線によ

りサービスの連携を図ります。

　横浜武道館は、本格的な武道

場を備えた横浜市初の武道館

として市民の武道やスポーツ振

興などを図る目的で横浜総合高

校の移転跡地に建設されました。

20年7月から開館しており、名称

にちなみ各種の武道大会をはじ

め、さまざまなスポーツ大会等に

利用されています。

　設計では、横浜の武道の聖地

として“ぶんたい”の精神性を

継承すべく構想しました。デザイ

ン的には、外観は切り立った屋

根とし、その間に和の奥行きを

導き出す、アルミに木目のプリン

トを施したルーバーを設置して

います。また、環境面でも最大

限配慮しています。太陽光など

の再生エネルギーの活用や省エ

ネルギー機器の積極活用により、

CASBEE横浜で最高のSランクを

取得しています。

大型ビジョン
３面分を横長に

横浜市初の武道館

横浜武道館

横浜BUNTAIの外観イメージ〈提供：YOKOHAMA文体〉（設計中のため、

建物の外観デザインは変更になる場合がある）
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ベルグ＝シュルツ言うところの

『ゲニウス・ロキ＝その場所に

集まり来たるもの』であり、それ

によって発せられる気を読まな

ければいけない」と指摘する。

　官民のパートナーシップによ

る事業体制を敷いたのもこの事

業の特徴の一つ。国から土地・

建物を取得した横浜市から、第

三セクターの横浜みなとみらい

　このプロジェクトは明治時代

の大建築家、妻木頼黄設計によ

る組積造建築の完成形といえる

赤レンガ倉庫を、保存を超えて

積極的に活用して保全していく

もの。ただ活用方針が定まる前

に外観主体の保存工事として構

造補強と屋根改修が完了してお

り、電気やガス、空調のスペース

も階段もなく、文化施設や商業

施設としては建築基準法、消防

法に適合しない危険な状態での

スタートとなった。

　このため、「フランスのオル

セー美術館のように用途に合わ

せて内部をかなり改修する方法

をとった」と振り返りつつ、「保

存や保全を考えるときに大事な

ことは、その建物や場所の『気』

だ。建築史家クリスチャン・ノル

横浜赤レンガ倉庫

近代100年の夢 現代の技術で表現

　明治末期から1世紀を超える時を刻み、その時代の要請に応じた役割を果たしてきた『横浜赤レンガ倉

庫』。明治期を代表する建築家、妻木頼黄が設計したこの歴史的な建物は、「港の賑わいと文化を創造する

空間」をコンセプトに文化・商業施設として再生され、2002年の開業以来、累計1億1000万人以上が来場す

る横浜を代表する観光スポットとなっている。改修設計を担当した建築家の新居千秋氏（新居千秋都市建築

設計代表）は、「この空間にしかない『気』を読み、次代に残していくこと」が重要だったと強調する。

2棟間広場（全景）

2022（令和4）年11月30日掲載
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積み込まれたタイムシッ

プ」だとも。

　「歴史的建造物を現

代によみがえらせるため

には空間イメージを共

有することが重要」とし

て、赤レンガ倉庫の空間

づくりには「脚本（スク

リプト）を作って、言葉

と図によって空間イメー

ジを共有化していく」方

法論である「デザイン・

スクリプト」の考えも導

入した。

　本物の価値をいかに

残し、活用に必要な機

能をいかに新設するか

明確に示し、新旧の調

和が細部にわたって緻

密に計られた完成度の

高い建物・インテリアを

実現。日本建築学会賞（業績）、

ユネスコ文化遺産保全のための

アジア太平洋遺産賞を受賞する

など、国内外から高い評価を得

ている。

た横浜みなとみらい21の若竹馨

氏ら、横浜赤レンガの村澤彰氏、

杉一郎氏らと私たちは、TRIVE

（TRY＋LIVE＝挑戦と躍動）を

合い言葉に、大人の街をつくる

ために商業コンサルタントを使

わず、独自のチームをつくり一

から取り組み試行錯誤を重ねた。

そのチームを献身的に支えたの

が竹中工務店の山田健夫氏、中

嶋徹氏らだった」。

　テナントを含め、多様な主体

が関わるだけに「全体構想をつ

くるには、それを一つにまとめ

るストーリーが必要」とも指摘。

「この赤レンガ倉庫が生まれた

時代である『ファーストマシンエ

イジ』」を1号棟、2号棟共通の

デザインコードとしたことを、｢人

間の努力や挑戦が目に見えた

時代、機械への憧れ、未来への

夢が語られた、その時代の精神

や時代感覚を、現代の技術を

使ってよみがえらせ、継承する

ことで他に類を見ない空間づく

りを目指そうと考えた｣と説明す

る。横浜赤レンガ倉庫は「ファー

ストマシンエイジのスピリッツが

建
築
家 

新
居 

千
秋
氏
（
新
居
千
秋
都
市
建
築
設
計
代
表
）
に
聞
く

21が1、2号棟を賃貸借するとと

もに2棟間広場の管理を受託。 

1号棟は横浜市芸術文化振興財

団が文化事業を運営し、2号棟

は事業者公募で選ばれたキリン

ビール、サッポロビール、ニユー

トーキヨーが出資する横浜赤レ

ンガが商業施設のテナント運営

を行う。この複雑な事業フレー

ムを総合的にコーディネートし、

インタラクティブな関係をつく

り上げる媒介となったのが新居

千秋都市建築設計だ。

　施設の設計監理に加え、全

体計画のファシリテーターとし

て官民さまざまな組織との調整

役を担った。さらには2号棟で

の商業施設のコンセプトづくり

とデザインガイドライン、内装

設計指針の作成によるテナント

デザインコントロールなども主

導した。

　「キング・クイーン・ジャック

の横浜三塔に対して、赤レンガ

倉庫はジョーカー。当時ほとん

どの人が成功するとは思ってい

なかった」という。それでも「赤

レンガ倉庫の持つ力を信じてい

官民のインタラクティブな関係築く

2号棟内部

新居氏
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来る友人は「洋館を特

別なもののように感じ

ていたようだ」と振り

返る。写真家・篠山紀

信氏もこの住宅に魅力

を感じていた一人だ。1

階のサンルームを気に

入り、撮影スタジオとし

てたびたび使っていた。

吉永小百合さんや天地

真理さんなどが撮影に

訪れた際は、「授業を

サボって見学に来てい

た」と康夫さん。

　この時代にも建物内

ではアクシデントが発生してい

た。昭彦さんが高校生のとき、2

階の自室の勉強机に向かって漆

喰の天井が落ちてきた。「爆撃

を食らったようなものすごい音

がして親が飛んできたが、奇跡

的に直撃を免れた」と昭彦さん

は回想する。白いほこりで目の

前が真っ白な状態だったといい、

衝撃の大きさを物語る。

　幾度もの危機に遭いながらも、

幸いなことに誰一人けが人は出

なかった。「大きい台風が来る

際は、それに備えて工務店に徹

夜で常駐してもらった」（昭彦さ

ん）など、家を守ることが生活

の一部となり、暮らし続けること

　明治から大正にかけて世界中を飛び回った外交官・内田定槌の邸宅が、東京都渋谷区南平台から横

浜市の山手地区に移築復原されてから2022年で25周年を迎えた。新築時から数えて110年以上経った

いまもなお、『外交官の家』として残り続けている背景には、定槌の孫・宮入久子さんの「この家を残した

い」という強い思いと、その思いに共鳴した人たちの奮闘があった。久子さんの長男・宮入康夫さんと三

男・昭彦さんに、内田邸がたどってきた歴史と移築復原の過程を聞いた。

　内田定槌邸は洋館と和館併

設の住宅で、明治政府の外交官

だった定槌の自邸として、米国

人建築家・J・M・ガーディナー

の設計により1910年に建設され

た。太平洋戦争末期の45年、本

土空襲で焼夷弾のおもりが洋

館の屋根を貫き、2階浴室が破

壊されたが、焼夷剤（出火させる

薬剤）は周囲に飛び散り、内田

邸は難を逃れた。一方、周囲の

住宅は焼夷剤による火事で辺り

一面焼け野原になったという。

　この時、定槌の長男一家と周

囲の人たちは何とか内田邸を守

ろうと、火が燃え移らないように

内田邸敷地内の井戸から水を汲

み、消火活動に当たった。「この

影響で井戸の水が枯れてしまっ

たと言われている」（康夫さん）

という逸話が残るほど、当時か

らこの家は人々にとって“守りた

い”と思わせる特別な存在だっ

た。多くの人の手により、燃えず

に残った内田邸は、避難所とし

て火災で家を失った周辺の人を

受け入れた。

　59年には進駐軍が接収時に

行った工事が原因で漏電し、ボ

ヤ騒ぎも発生。現在でも、3階

には焼け焦げた跡が残っている。

たび重なる危機に遭遇しながら

もその姿は残り続け、内田から

久子さんら子孫へと受け継がれ

ていく。康夫さんと昭彦さんも、

南平台に建っていた時代、この

家で暮らしていた。

　昭彦さんは、この家に遊びに

篠
山 

紀
信
氏
も
お
気
に
入
り
の
場
所

空襲の難を逃れ避難所に

左：右から康夫さん、昭彦さん／右：1階室内

外交官の家 2022（令和4）年12月7日掲載
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然内田邸を見つけたところから、

保存への歯車が動き出す。

　この住宅に興味を示して見

入っていた陣内氏に久子さんが

声を掛ける。「母は陣内さんに

『残したいのです』という話を

したそうです。そうすると陣内さ

んが『それでは私が一肌脱ぎま

しょう』と言ってくれた」と康夫

さんは語る。

　その後、陣内氏の仲介で建物

本体を寄付する要望書を横浜

市に提出。市は検討の結果、久

子さんの要望どおり、建物を受

け入れることに決めた。

　移築復原に当たっては、建物

に改造が加えられていたため、

創建時が本来の姿と決め、外交

官の当時の生活空間を再現する

ことにした。工事は大きく前半

の久子さんによる解体工事と後

半の市による組み立て工事に分

かれる。

　解体は94年に実施。昭彦さん

は「部材の一つひとつに番号を

振り、ひたすら束ねていく作業で、

とてつもなく大変だった」と回顧

する。95年から97年にかけて実

施した復原工事では「束ねていた

パーツを全部元と同じように、順

番どおりに戻していった」

　康夫さんは「移築復原に携

わったすべての人の何か一つで

も欠けていたら、この家はなく

なっていたはず。たくさんの奇跡

が重なってこうして残った。いま

この場所にたくさんの人が見に

来てくれるのはとてもうれしい」

と頬を緩める。

危機乗り越え思い受け継ぐ

で家を守り続けた。

　「この家を残し続けたい」。

内田邸を守り続けることは、久

子さんの悲願だった。久子さん

を揺り動かしたのは、祖母・陽

子との絆にあるという。

　康夫さんは「母は陽子さんに

大変かわいがってもらっていた

ため、祖母のためにもこの家を

守りたいと感じていたのでは」

と話す。久子さんは賃貸や当初

洋館に併設されていた和館を取

り壊して駐車場として活用する

などさまざまな工夫をし、建物

の維持に努めていた。しかし、そ

うした努力も限界に達する。

　建物保存の道を探るため、

関係各所に働き掛けたが、なか

なか思うようには進まなかった。

そんな時、雑誌の企画でまち歩

きをしていた当時法政大教授

で建築史家の陣内秀信氏が偶
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　横浜市の最西部に位置する瀬谷区は、同市内にあって自然環境に恵まれた街としても知られる。その

豊かな緑空間を象徴するのが二ツ橋公園と一体的に建て替え再整備された『瀬谷区総合庁舎』だ。区庁

舎整備では同市初のＰＦＩを導入したこの事業。設計を担った建築家で環境デザイン研究所会長の仙田

満氏は「主役は公園であり緑。その背景となる建築のあり様を考えた」と語る。

　仙田氏は、市中央部の保土ケ

谷区出身だが、瀬谷は父方の祖

父が生まれた「仙田家ゆかりの

地」であり、「子どもの頃はよく

遊びに来た」という、原体験を

形づくった場所の一つでもある。

　「区民のための杜、杜の庁

舎」をテーマとした、このプロ

ジェクトでは、「ケヤキがとても

美しい場所で、サクラやイチョウ

場となるよう公園を主役とし、そ

の背景として庁舎が建つという

新しい景観の創出」を提案した。

　庁舎敷地と、これに隣接し地

盤が高い公園敷地の高低差を

生かすことで、緑豊かな公園か

ら庁舎2階にあるメインエント

ランスにバリアフリーでアクセ

スできる。「建築とランドスケー

プ、内と外の関係性をいつも考

えている」というように、公園は

庁舎のアプローチ広場でもあり、

全景（公園から庁舎2階へのアプローチ）

横浜市瀬谷区総合庁舎
および二ツ橋公園

など土地の記憶を残す大径木が

多数存在していた。この環境をど

う守っていくかというところを集

中してお手伝いした」と振り返る。

　「あらゆる公共施設は子ども

連れの人たちが来やすい場所で

なければいけない」という年来の

持論からも「豊かな緑をできるだ

け保全・活用しながら、誰もが気

軽に立ち寄り、安らぎや憩いの

緑と共生し、まちに開かれた「杜の庁舎」

2022（令和4）年12月21日掲載
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その一体感ある佇まいは、まさ

に「杜の庁舎」のコンセプトを明

確に実現するものだ。

　庁舎は区役所、公会堂、消防

署からなり、旧公園の東半分と

地下駐車場の上部を連続した

公園として再整備した。区役所

の待合スペースと公会堂のホワ

イエは連続的に公園側に配置さ

れ、日中は施設側から公園の緑

が映え、夜間は公園側からホワ

イエなどのアクティビティが明る

く浮かび上がる。「建築の側から

緑が楽しめる視点も重要になる。

ここでは地域の中心になる空間

を公園と捉え、そこに寄り添う

形で建築があり、外部の緑空間、

公園に視線が集まるつくり方を

している」とも。

　公園は、南側の「遊具広場」

と北側の「自由広場」で構成さ

れ、相互を緩やかな斜面や回

遊園路で結び、一体的な利用を

可能とした。遊具広場は、ケヤ

キ、イチョウなどの既存の大木を

保存しながら円形のオープンス

ペースやオリジナル遊具を整備

し、緑豊かな遊びと憩いの場を

つくり出している。自由広場は、

地下駐車場の上部に新たに設け

られ、開放的な芝生広場と周辺

の緑地・休憩スペースで構成し

ている。この二つの広場の間を

庁舎2階へのアプローチが象徴

的に貫いている。

　公園と庁舎は、自由な行き来

と一体的な利用を前提に、分か

りやすい動線や統一感のある

デザインにも配慮した。公園と

庁舎の境界沿いには「とおり空

間」を設けて明快な南北軸の動

線を構成している。

　事務所名にあるとおり、建築

にとどまらず地域・都市や造園、

インテリア、インダストリアルデ

ザイン、遊具、ファニチャーなど、

あらゆるスケールの環境をデザ

インしてきた。中でも次世代を育

む、子どものあそび環境のデザ

インは一貫したテーマでもある。

それだけに「日本には緑と共生

する建築が必要だ」と説く。｢良

い景観をつくっていくのは建物

と距離と緑の関数｣だとも。

　2021年刊行の書籍『遊環構

造デザイン』には街並み景観に

関する「個体距離」とい

う章がある。そこでは｢建

築と緑、建築間の距離

が良い景観をつくる上で

必要｣だと主張する。2階

建ての戸建て住宅の場

合、結論としては｢高さの

2倍、およそ12メートル

の離間が適正な距離｣と

いう。この距離は「京都

の町家のようにデザイン

が共通化していれば近

づけられるのではない

か」という仮説を立てな

がら、実験と検証を重ね

てきた。「緑も個体距離

を縮める有効な手法」とも。

　他方、「いまの日本はデザイン

がバラバラで個体距離がゼロな

のですごくハレーションを起こし

ており落ち着かない」と指摘。だ

からこそ｢デザインの力をもっと

認めてほしい｣と訴える。財政が

厳しい時代であるからこそ、「限

られた財源でより高い効果を上

げるようなことを、山積する社会

課題を逆手にとって地域をどう

活性化し元気にしていくかを考

えていくことが求められる」と力

を込める。

公
園
を
主
役
に
、
新
た
な
景
観
を
創
出

仙田 満氏（環境デザイン研究所会長）に聞く

公会堂ホワイエ

仙田氏
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　プロ野球・セリーグ、横浜DeNAベイスターズの本拠地で、「ハマスタ」の愛称で多くの人に親しまれている

横浜スタジアムは、わが国初の多目的スタジアムとして1978年4月に開業した。昇降式のマウンドを降下さ

せてフィールドをフラットにできるため、各種スポーツ競技やコンサートなど幅広いイベントにも活用され

ている。

　コミュニケーションを育むラン

ドマークになりたいという思い

を集約した「コミュニティボール

パーク」化構想に基づき、2017

年から増築・改修工事に着手。

右翼・左翼側スタンド（計6,000

席）をそれぞれ増設するととも

に、新設の左翼側スタンド「ウイ

ング席」、スタジアム外周の回

遊デッキ「Ｙデッキ」、リニューア

ルしたバックネット裏に「個室観

覧席」「屋上テラス席」などを設

け、収容人数も大幅に増加して

　「今回のリニューアルの背景

に、都市公園法の建ぺい率の

条例改正があります。それまで

の18％から31％に引き上げられ、

増築が可能になりました。工事

自体は、スタジアムがより収益

を上げるため、1塁側ウイングと

個室観覧席は1年先行して引き

渡しました。そして、20年に3塁

側ウイングと回遊デッキが竣工

し、グランドオープンしていま

す」（清水建設設計本部商業・

宿泊施設設計部の平賀直樹グ

ループ長）。

全景。スタンドが増設され、外周には回遊デッキが設けられた。

横浜スタジアム

20年に新装開業した。

　より魅力的な球場に、いかに

生まれ変わらせるか―。清水

建設が設計と施工を通じて追

求したのは、この1点に集約でき

る。コンセプトとなった「コミュ

ニティボールパーク」化構想の

実現のための与条件は①プロ

野球興行を行いながら2シーズ

ン、主にシーズンオフを使って約

3万5,000人の収容人数とする

②東京オリンピック2020大会の

野球・ソフトボール会場とする

―の二つだった。

20年に新装開業

2023（令和5）年2月1日掲載
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　横浜スタジアムは、リニューア

ルに際してのコンセプトのほか

に、横浜市が描く都市レベルで

の「横浜スポーツタウン構想」

の中心に位置付けられてもいる。

「スタジアムは日本大通りの軸

線上にあります。スタジアム前

面の中央に噴水があり、スタジ

アムがそれを受ける形で立地し

ています。増築するスタンドはあ

えて、そのライン上まで延ばさず、

視線の抜けを確保」（同）する

ことで、開放感を持たせた。市

の都市美対策審議会のアドバイ

スを尊重し、歴史や景観、周辺

施設を踏まえ、関係者との協議

を重ねて調和のとれたデザイン

にした。

　また、隣接する横浜公園への

動線を意識し、スタジアムを2階

レベルで一周する600ｍのデッ

キを新設。プロ野球開催時の回

遊性を確保するとともに、通常

時は市民が散歩しながら球場内

を一望できる「ドリームゲート」

も提案して2カ所設置した。

　既存スタジアムとの一体化も

図った。中心座標と観覧席の勾

配をそろえてすり鉢状に観覧席

を連続させ、2階の回遊デッキ

レベルで接続することで調和さ

せているが、これは「シームレス

に既存部分と増設部分がつなが

るように、当初から考えていた」

（同）ところだという。

　一体化を実現する施工技術に

メガトラスの構築がある。1塁側

のウイング下部には既存の練習

場があり、本来ならその位置に

柱を設けるが、練習場を有効利

用するため約23ｍのメガトラス

で練習場をまたぎ、その上に既

存スタンドと一体化したウイン

グ席を設けた。

　増築部分の3次元対応も工夫

した。「1、3塁側の増築部分は、

すり鉢状になっています。最上

段も同じ高さではなく、少しず

つ上がっています。鉄骨が3次元

に取り合ってくるので、平面上で

表現して鉄骨を製作する段階か

ら大変な思いをしました」（清水

建設横浜支店の中村竜

平工事長）。

　施工技術のソフト対

応の点にも特徴的な取

り組みがある。「最も

苦労したことの一つ」

（同）が仮囲いの移動

だ。約3万人の観客の

避難動線確保は避けて

通れない課題で、「年

間80日あるプロ野球興

行日に工事エリアを開

放して、また元に戻すこ

とを繰り返す必要があ

り、どうやって仮囲いを

効率的に移動するかを考えまし

た。アメフトや高校野球の試合

の時も実施しましたが、観客が

安全に歩行できるゴムマットの

厚みにも配慮」（同）するととも

に、仮囲いのユニット化などに

も工夫を凝らした。

　中村工事長は、現業長の立場

で従事し、基本的にはライトと

レフトのスタンド、回遊デッキな

どを担当し、増設の観覧棟は同

じ横浜支店所属の三澤裕樹工

事長が役割分担して担当。「個

室観覧棟の記者席の屋根切り

替えといった特殊な進め方が求

められており、工期も押してい

ましたので、応援の形で入りま

した」（三澤工事長）。しかも資

材確保がタイトになりつつあり、

労務も繁忙な時期だった。いま

ではグランドオープンから2年ほ

どが経過しているが、「忙しく大

変な時などふと、ハマスタを完

成させられたのだからできない

ことはない、と自信につながって

いる」（同）と振り返る。

既存施設と一体化

効率的に
仮囲い移動
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　横浜能楽堂にある関東最古の能舞台は、1875年に能をこよなく愛した旧加賀藩主・前田斉泰により東

京・根岸に建てられた。1965年に解体されたが、能楽関係者や市民の思いにより、再び、横浜の地で歴史

を刻むことになる。”再生”の中心的役割を果たしたのが、国立能楽堂などの設計を手がけた建築家・大江

宏の思いを受け継いだ、大江宏建築事務所の面々だった。設計に携わった大江建築アトリエの大江新代表

と当時大江事務所に在籍していた奥冨利幸近畿大建築学部教授に、能舞台復原の話を聞くとともに、大

規模改修の設計を手がける松田平田設計の白井達雄常務執行役員にコンセプトを語ってもらった。

　能舞台は斉泰の死

後、1919年に東京・染井

（現東京都豊島区）の

旧高松藩主・松平頼寿

邸に移築され、「染井能

舞台」として親しまれた。

数々の名舞台が演じら

れてきたものの、老朽化

などのため解体し、部

材が保存されていた。

　それを知った横浜在

住の能楽師やその周りの人々を

中心に、能楽堂建設に向けた運

動が起こり、次第に市民も声を

上げ始める。5万筆を超える署

名も集まった。

　能楽師が能を演じる能舞台

の復原と、それを包む能楽堂の

建物の新築設計は、大江宏が没

した翌年にスタート。当時事務

500席を設けるという目標も課

せられる。目標達成のため、2階

席を設けることにした。

　能舞台の復原では、初めはど

こにアイデンティティーがあるか

わからず、苦労した。地覆（建物

の土台）から下の部材も残って

いなかった。その流れが変わる

のが、建設当時の根岸邸が描か

れた絵図の発見だ。能舞台も描

かれていた。

　奥冨氏は「池のほとりに能舞

台が建っていたことがわかりま

した。玉石の上に載っている能

舞台というのは非常に珍しい

のです。再現しているのでぜひ

見ていただきたいです」と説明

する。幸運なことに、能舞台の

横に描かれていた「煎茶席三華

亭」も、石川県金沢市の「成巽

閣」に残っていた。「横浜市の方

と見に行って、設計のイメージ

が一気に広がりました」と奥冨

氏は振り返る。

　屋根の復原にも苦労した。初

めは形がわからなかったが、保管

されていた部材を仮組すること

で、ようやく寄棟の能舞台という

ことが判明した。復原された屋

根の下の天井は、能楽師の意見

横浜能楽堂

所を主宰した大江新氏を中心に、

奥冨氏らが実務面を担当した。

　奥冨氏は「大江事務所として

も、宏先生の遺志を継ぎ、どの

ように横浜市民の皆さんに愛さ

れる能楽堂ができるか考えまし

た」と話す。その過程では「宏

だったらこう考えるだろうと想像

しながらつくっていきました。誰

がリーダーシップをとるでもなく、

亡くなった宏に導かれるように」

と新氏。

　能楽堂の建設に際しては、い

くつかの敷地が候補に挙がった。

最終的に、神奈川県立音楽堂や

県立図書館など前川國男作品

が周囲に立ち並ぶ、掃部山公園

の南端部に決まった。狭小な敷

地だったが、多くの人々に歴史

ある能舞台に触れてもらうため、

大
江
宏
の
哲
学
引
き
出
す

左：左から奥冨氏、大江新氏、白井氏／右：玉石の上に載っている能舞台

2023（令和5）年 2月15日 掲載
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も参考にしながら建築当時とは

異なるつくりにした。

　新氏は「現代の能楽師の方々

に使っていただいてこそ、建物

は”生きる”。”文化財を生かす”

という意味で、天井は当時と変

わっています」と話す。

　能楽堂の光天井も大きな特徴

だ。拡散透過材を通して間接的

に光を透過させることで、自然光

のように優しい印象を与える。能

は元々、屋外で演じられていたか

らこそ、非日常ではなく、日常的

な空間の演出にこだわった。

　歴史的建築物を残す意義に

ついて新氏は、「昔の人たちが

築いてきた知恵や技を大事にし

て、それと向き合おうという姿勢

があると、建築に魅力が出てく

るのです。それが命だと思います。

昔の人たちの痕跡を上手に盛り

込んだ建築には面白みや深みが

あります」と力を込める。

　白井氏は「建物には、その背

景にある歴史、人が使ってきた

手の跡のようなものがあります。

その跡は壊してしまったらもう二

度と戻らない。”古い時代のも

の”だから残すべきだというレベ

ルの話ではありません。ずっと

残ってきた建物には、過去を生

きてきた人々のさまざまな生活

の息づかいを感じます。そこに歴

史的建造物を残す意味があるよ

うに思うのです」と語る。

　奥冨氏は「この能舞台もそう

ですが、工匠の人の痕跡が残っ

ています。削り方は全部異なっ

ており、それを見るとどの時代に

この材料を扱ったのかがわかる

のです。当時の人の思いや精神、

そうしたものが実体的に残って

いくのが建物、文化財です。文

献と異なり、建物の場合はリア

ルに材料として残ってくる。つく

り方を見ると、当時の社会背景

や、どのような考えでつくられた

のかが読み取れるのです。生き

た証人のように」と話す。

大規模改修では、見所

の特定天井改修工事に

合わせて、設備工事な

どを進める。白井氏は

改修設計を手がけるに

当たり、「中の見えない

部分はより良い施設と

なるように変えますが、

見えるところはできるだ

け変えない。これを自分

たちのルールとしていま

す」と言い切る。

文化財を “生かす” 復原

見
え
な
い
部
分
を
よ
り
良
く
変
更 横

浜
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区
内
８
番
目
の「
丘
」

外観。区役所、消防署、土木事務所、公会堂が一体となった複合施設

　横浜市南区総合庁舎には地域との融和や機能性、利便性、さらには歴史の継承と区民の安全・安心

の拠点といった公共施設に求められる基本的な要素が十二分に詰まっている。区役所、消防署、土木事

務所、公会堂が一体となった複合施設だが、その動線は流ちょうで、外観も抑制をきかせたデザインなが

ら、しっかりと存在感を醸し出している。竣工して7年。設計監理を石本建築事務所が担当した。同社設

計部門の小林一文執行役員グループ統括、エンジニアリング部門環境グループの関根能文、米山浩一両

部長の3氏に設計意図やこだわった点などを聞いた。

　設計着手に際し、

「広いまとまった敷地

はあるが、動線を含めて、

複数の施設機能をどう

配置してうまくまとめ

るかが大きな課題だっ

場合、「機能性はもとより、親し

みのある温かさを感じられる施

設」であることを心掛け、その

象徴として外壁を区の花「さく

ら」の花吹雪をイメージしたコン

クリートパネルで仕上げている。

横浜市南区総合庁舎

た」と振り返る。そして、南区は

七つの丘でできており、その地

理的な特徴や地域的要素、歴

史性をいかにして反映するかに

も腐心したという。

　中心施設である南区役所の

地域の象徴を外装に反映

2023（令和5）年3月15日掲載
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　南区総合庁舎を訪れ

て感じるのは、延べ床

面積約2万7,500㎡に対

する予断とのギャップ

である。一帯では抜きん

でた大きさにもかかわ

らず、過度な威風や圧

迫感とは無縁で、違和

感なく町並みに溶け込

んでおり、その実大規模

に圧倒されることはな

い。しかし、矛盾するよ

うだが、遠目にも一目でわかる、

区の中心施設の区庁舎だと存

在感を放っている。「設計の初

期段階から、できるだけボリュー

ム感を抑えるという思いはあっ

た。そこは、かなり意図した」。

区民の身近な存在であろうとい

う、設計の狙いはみごとに成功

しているといえる。

　横浜市の担当者の一人として

設計業務に携わった市建築局

の髙松誠課長補佐も「基本設計

7カ月、実施設計9カ月という非

常に厳しいスケジュールでした

が、素晴らしい施設を設計して

いただきました」と労う。

区
民
の
安
全
・
安
心
の
拠
点

積
極
的
に
環
境
配
慮

空間構成としては、1階フロアは

区役所窓口のない多目的スペー

スとし、庁舎機能は2階に集約

したワンフロアサービスを実現。

ユニバーサルデザインの採用や

子育て支援設備も充実している。

　一方、区役所と消防署は災害

時には業務の関連や連携が欠

かせないが、平時の往き来はほ

とんどない。しかし、いざという

ときには一体的な活動が求めら

れる。そのことを意識し、「庁舎、

消防署、土木事務所、公会堂は

日常的には分離しながら運用し、

災害時には一体で機能できる動

線計画としている」という。

　立地特性にも配慮した。区内

にある七つの丘になぞらえ、総

合庁舎全体を第8の丘「南区さく

らの丘」と位置付けるとともに、

屋上緑化は本格的植栽とし、庁

舎周辺の離れた地上レ

ベルからも緑化がうか

がえる庭園をつくり上げ

た。また、建設地に関

東大震災での復興第1

号小学校として建設さ

れていた旧三吉小学校

の手すりなどの遺物を

展示、歴史の記憶を残

しているのも特徴の一つだ。

　いうまでもなく、総合庁舎は

災害対応の中心的拠点の一つ

である。何より庁舎自体が災害

に強くなくてはいけない。そこで、

地震被害に備えて免震構造を

採用しているほか、浸水対策で

低層部に機械室は置かず、6階

にまとめて配置した。屋上には

太陽光発電40kWを設置して環

境負荷を低減しているのを始め、

「非常時に備えた電源の多重化

を実現」している。

　さらに、この総合庁舎の先進

性を示す事例に「省エネ」で「環

境に配慮」している点がある。

「高い環境性能を目指すという

ことで、条件としてCASBEE横

浜Sランク取得が市から求められ

ていた」ため、環境配慮には積

極的に取り組んだ。

　特に自然通風は一段踏み込

んだ取り組みとして、奥行きの

ある建物でも風向きなどに影響

されず、できるだけ自然の空気

が流れるように「サーキュレー

ター併用空調システム」を採用。

「かなりオリジナルな技術」と

胸を張るように、このシステムは

自信作と言えそうだ。

左：屋上庭園／右：西側公道から。町並みに溶け込んでいる
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　〝安全・安心を実感できる都市ヨコハマ〟実現への象徴となるプロジェクトがある。市民の安全・安心

を守る司令塔として、消防・防災活動の中枢を担う「消防本部庁舎等整備事業」だ。心臓部である司令セ

ンターを配置する新たな本部庁舎は免震構造を採用。大規模な災害が発生した場合でも、継続的に機

能を発揮できる活動拠点の整備が着々と進む。

　この事業では、中核となる消防本部庁舎の整備と消防通信指令システムの更新を一体的に行う。老朽

化への対応や機能強化といった従来からの課題解消を目的に移転整備した保土ケ谷消防署の解体跡地

に新たな消防本部庁舎を建設する。

　設計者とのコミュニケーショ

ンの中で「お互いのイメージをす

りあわせてきちんと共有できて

いることが大きい。何よりも〝良

い建物を造りたい〟という向か

うべき方向性は同じ。その思い

は間違いなく共通している」と

話す。

　実際に「消防本部としての機

能を継続的に発揮させるため

の免震構造の採用だけでなく、

しっかりとした硬さを感じさせる

建物のファサード（外観）は市民

にとって困ったときに頼りになる。

そんな安心感を与える」とも。

　「市民に親しまれる頼りがい

のある建物になってほしい」とす

るように〝堅牢な建物を〟という

設計のコンセプトが「われわれ

の施工によって、できるだけ多く

の人に伝わってほしい」と力を

込める。

　新築工事は2020年12月から

本格着手した。地上部の立ち上

げでは狭あいな敷地とあってタ

ワークレーンを1階の梁に抱き

つく形で設置し、作業空間を確

保したという。クレーンの作業

半径が限られる厳しい制約条

消防本部庁舎

戸田建設ＪＶ 
丸橋靖明作業所長―

　建築工事を担う戸田建設・小

俣組・小雀建設JVの丸橋靖明

作業所長は「われわれ施工者の

役割は設計者の意図をいかに

市民の安全安心を守る新たな砦

全景

2023（令和5）年3月22日掲載
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的確かつ忠実に再現できるかと

いうことにある。それが最終的

に発注者である横浜市が求める

〝安全・安心を実感できる都市

ヨコハマ〟の拠点の構築につな

がっていく」と言い切る。

100



件下で日々の打ち合わせを徹底

し、緻密な作業工程を組み立て

てきた。

　隣接する保土ケ谷区役所と

NT T新保土ケ谷ビルに挟まれ

た建設地は「道路に面した出

入り口のゲートが一つしかない。

思っていた以上に歩行者や車の

往来が多く、間口が狭い上に奥

行きもあるため資機材の搬出入

調整に腐心した」と振り返る。

　ゲート前面には常に3－4人

の交通誘導員を配置す

るなど、「市民の安全・

安心を守る消防本部庁

舎の整備で事故を起こ

すことが絶対にあって

はならない」と、第三者

対策をはじめ安全には

細心の注意を払って施

工を進めてきた。

　23年1月末現在の進

捗率は81%。着工から

の無災害記録は延べ26

万3,568時間（1月末現

在）でいまなお継続中

だ。最終的には延べ31

万時間の目標達成を目

指す。

　今後、仕上げ工事が本格化

する。「日ごろから協力会社の

作業員と知恵を出し合いながら、

これまで予定どおりに施工を

進めてきた。施工のプロフェッ

ショナルとして、現場に携わる

作業員それぞれが持てるスキル

をしっかり発揮できる〝適材適

所〟の現場運営を続けることで、

最後まで気を抜かずに施工を

進めたい」と意気込む。

　工期は23年7月31日まで。指

令システム設備の更新工事を経

て、10月10日に開庁し、11月9日

から司令センターの運用を開始

する予定だ。別館は24年度末

の運用を目指す。

松田平田設計横浜事務所
設計部長　浅野智之氏―

　現横浜市消防本部が抱える

主な課題として、「大規模災害

時に災害対応の方針決定及び

緊急消防援助隊などの関係機

関との調整を行うためのスペー

スが不十分」「情報収集機能の

中枢である司令センターが消防

本部と別棟になっている」「耐

震構造基準には適合しているが、

大規模地震発生時に、建物内

部や重要機器が被害を受ける

恐れがある」などがあった。

　この課題を解決し、消防防災

活動の中枢としての役割を果

たす庁舎として、①迅速かつ機

動的に消防機能を発揮できる

庁舎②大規模災害にも消防機

能を継続発揮できる庁舎③安

心、信頼を実感できる庁舎④社

会の変化に柔軟に対応できる

庁舎―の四つの基本方針を

もとに「災害に強い消防本部庁

舎」を目指した。

航空写真

大規模災害時も
機能を継続発揮

免
震
構
造
を
採
用　

水
害
の
備
え
も
万
全 鳥瞰図〈提供：株式会社松田平田設計〉
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　青い海は港町・横浜市のトレードマークだが、同市西部の旭区にある市立万騎が原小学校は、小高い

山と森林が隣り合った緑の学校だ。建設から半世紀以上が経過した校舎の建て替えに当たって同市は、

戦後初の木造校舎建築に挑む。設計を担う梓設計は、森の中を想起させる階段広場を施設の核に、自

然の風や光を取り込んだ開放的な「森の学校」をデザインした。同社執行役員アーキテクト部門副代表

BASE01ゼネラルマネージャーの鈴木教久氏、同部門BASE02チーフマネージャー文教・庁舎ドメインエグ

ゼクティブダイレクターの古田知美氏、同部門BASE02アソシエイトの後藤正太郎氏の3人に、木造校舎

実現に向けた設計上の工夫や思いを聞いた。

　既存校舎は、自然公園に隣接

しており、市民が日常的に緑と

親しむ周辺環境だ。老朽化に伴

う建て替えを検討していた横浜

市は、同校の環境や法的条件な

どを踏まえ、「同市建築物にお

ける木材の利用の促進に関する

方針」に基づく初めての木造校

舎建築への挑戦を決めた。

　公募型簡易プロポーザルで選

　「コモレビコモンズ」は、木々

を模した樹状の柱が吹き抜けの

天井を支える象徴的な空間だ。

鈴木氏は「児童たちに森の中で

学習している雰囲気を感じても

らえるように、本物の森を感じら

れる空間を目指している」と話す。

　コモンズは、周辺に配置した

図書室やその他特別教室などと

一体的に利用でき、児童の学習、

発表、交流のための広場にもな

る。階段は日常的に利用する動

線でありながら、グループ学習

や発表、イベントの際に

は観覧席になるなど学

校生活の多様な場面で

活用できる二面性が特

徴だ。

　自然換気窓や天井に

設けたハイサイドライト

の採光により、外部の

心地よい風と光を取り

込んで施設全体に行き

渡らせるなど、吹き抜け

は機能面でも中心的な

役割を持っている。

横浜市立万騎が原小学校

ばれた梓設計は「木漏れ日と爽

やかな風の中で、健やかな子ど

もを育む『森の学校』」をコン

セプトにした木造三階建て校舎

を提案した。木々に囲まれた森

の中を象徴する吹き抜け大空間

「コモレビコモンズ」を中心に、

児童のさまざまな活動が校舎全

体に広がっていく姿を描いた。

森
の
中
の
学
び
舎
を
具
現
化

戦後初、木造校舎への挑戦

「コモレビコモンズ」のイメージ

2023（令和5）年3月29日掲載
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　木造三階建ての校舎、いわゆ

る「木三学」は、2015年の建築

基準法改正で防火性能の基準

が緩和されて以来、建築事例が

増えている。現在、木造建築物

は、3,000㎡ごとに耐火性能が

高いコアや壁で区切り、延焼防

止に備える必要がある。

　「木三学」の事例のほとんど

は「コアタイプ」を採用している

が、万騎が原小では、より開放

的な空間設計ができる「壁タイ

プ」を選択した。鈴木氏は「政令

市として全国最多の人口を抱え

る横浜市の新しい挑戦には、公

共建築に対する高いメッセージ

性がある。この先の同市の学校

建築にもつながるような、新し

く魅力的な木造学校をつくりた

い」と思いを語る。

　参考になる事例や知見が少

ない壁タイプへの挑戦について、

後藤氏は「開放的な大空間を木

造で実現するために、技術とコ

ストの両面から手探りで試行錯

誤をしてきた。壁の構造は、木

とRCを総合的に比較検討した

結果、RC造を採用した」と振り

返る。

　木造の大空間をつくる場合は

大断面集成材を使うことが考え

られるが、鈴木氏は「コストの負

担が大きい。費用を抑えるため

には流通量が多い規格の部材

を活用し、細かいスパンで設計

することが必要だ」と指摘する。

　ウッドショック以来、安価な

外国産木材の調達が難しくなっ

ている。設計に当たっては、木

構造や木材供給の専門家の知

見を反映することで、スムーズな

発注・加工・納品を目指した。

　プロジェクトを進めてみて鈴

木氏は「木造建築の技術は進歩

している。これまで以上の空間

が実現できる」と手応えを感じ

ている。調達やコスト面に課題

はあるが、「小さなスパンで全

体コストを低く抑え、施設の目

玉をつくる。こうして設計にメリ

ハリをつけていけば、RC造に負

けない建築がつくれる」と強調

する。

　木造建築の普及について後

藤氏は「木造そのもの

が目的になってしまうと、

ただの割高な建物にな

りかねない。適材適所

の考えが大切だ。部分

的な木造や混構造を使

い分けていけば、木造

を挑戦しやすい身近な

ものに感じられるように

なるだろう」と話す。

　古田氏は「RCや木そ

れぞれの良さを活かし

ながら経済的な設計と

していく。これにより木

造が普及し、需要が継続するこ

とで森林の持続可能性につな

がる」と話す。さらに、「木造建

築の事例はまだあまり多くない。

普及が進めば遮音などの木造を

前提とした性能値も蓄積してく

る」と見通す。

　公共施設の中でも学校は、合

計の床面積が多い施設だ。地

球環境への対応を考える上で、

学校建築を変えることの影響は

大きい。鈴木氏は、「自然に親

しみや関心を持った子どもが増

えていくことは未来の環境にも

つながるはずだ。『森の学校』

がその一助になれば嬉しい」と

話す。

Ｒ
Ｃ
造
に
負
け
な
い
木
造
建
築
を

より開放的に
「壁タイプ」を採用
コスト・調達も工夫

適材適所で
木は身近になる

左：左から鈴木氏、古田氏、後藤氏／右：鳥瞰図
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　横浜市開港記念会館と横浜市建築局はほぼ同時代を歩んできた。開港記念会館の竣工・開館が1917

年、横浜市建築局の前身である建築課の誕生が1922年。初代建築課長は開港記念会館設計者の山田

七五郎（原案はコンペ1等の福田重義）だった。その意味で開港記念会館は名実ともに公共建築を体現

した最初の建築と言えるだろう。建築史家・建築批評家の五十嵐太郎氏は開港記念会館について「古典

主義建築を踏襲しているのだが、その『文法』をさまざまな部分で崩していて、自由に遊んでいるのがとて

もおもしろい。しかもデザインの質が高い。かなり個性的な建築で、フリークラシックと一言で片づけず

に、文法崩しのデザインの面白さをもっと具体的に伝えていきたいと思う」と話す。

　横浜市開港記念会館は1917

年に開館したが、23年の関東大

震災で時計塔と壁の一部をわず

かに残して倒壊した。このため

頑強な建築に建て直そうと災害

復旧工事によって27年に復元さ

れた。工事の対象外だったドー

ム屋根は89年、横浜市によって

復元されている。同年、国の重

要文化財にも指定された。所在

地は、1874年から時計台の町会

所として親しまれていたところで、

先駆的な建物として位置付けら

れると思う。開港記念会館が公

共建築100周年と深く繋がって

いることが改めて分かる」

　塔はジャックの塔とも呼ばれ、

「大さん橋国際客船ターミナル

やそこから出ている船から町の

方を見ると、キングの塔、クィー

ンの塔とともに、三つの塔が見

える視点が今も残り、すごく横

浜らしいランドマークだなと思

う」とも述べる。角地という立地

横浜市開港記念会館

1906年に焼失。その時計台の

文脈が現在の建物に引き継がれ

た。

　「最初に開館したのは明治時

代だが、近代以前の高い建築は

寺の塔や城郭くらいしかなかっ

た。だから近代を迎え、市民の

ランドマークとなる塔を持つ建

物が横浜市によって建てられた

意義は大きい。しかも財源は市

民の寄付、設計は初のコンペと

いうことで、まさに公共建築の

古典主義を踏襲しつつ自由に遊ぶ

外観

2023（令和5）年3月31日掲載
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建
築
史
家
・
建
築
批
評
家　

五
十
嵐 

太
郎
氏
に
聞
く

についても「日本の近代

建築の特徴でもあるが、

メインとなる顔がうまく

配置されていて斜めか

ら写真が撮りたくなるよ

うなとてもシンボリック

な建て方だ」と言う。

　辰野式フリークラ

シックと言われるデザイ

ンについてはこう話す。

　「辰野金吾が設計し

た東京駅に代表される

当時の赤いレンガと白

い花崗岩の組み合わせ

がここでも採用されてい

て、要素としては古典主

義建築を踏襲している

が、かなり自由に遊んで

いるというのがこの建築の面白

いところ。例えば、扉周りの意匠

は、海側の本町通りのファサー

ドにある二カ所をフォーマルに

する一方、裏側の細い南仲通り

の扉ではペディメントの内側の

アーチ、両側のトリグリフといっ

た一番変則的な遊びを取り入れ、

正面と裏との格式を変えている。

ただ、正面側のファサードも、二

層目のみにイオニア式円柱が並

ぶという変わったことをやって

いる。古典建築には文法のよう

にかなり厳密なルールがあるの

だが、この建築家は多分それを

知った上で実にユニークなこと

をやっている。ルネサンス後にマ

ニエリスムという古典主義をず

らす動きがあったが、開港記念

会館ではほかにもいろいろなと

ころでマニエリスム的なおきて

破りが見られる」

　ヨーロッパ建築をただ真似て

いるというのではなく、古典建

築の単語はしっかりと持ちつつ、

その組み合わせが独特で、崩し

方、凝り方がよく考えられている

ということだ。

　「古典主義を崩した理由の

一つはデザインの密度を上げた

かったからではないか。メイン

通りの面は特に密度を濃くする

とか、メイン以外の通りの面で

はより羽目を外すという感じが

ある。ただ、3面いずれも手を抜

いておらずデザインの質がとて

も高い。以前開催した『かたち

が語るとき』という展覧会で伝

えたように、形態そのものが語

りかけてくることがいっぱいあ

る。建築によってそんなに語ら

ないものと饒舌なものとがあっ

て、開港記念会館は饒舌に語り

かけてくる建築だと思う。それを

しっかりと読み取って伝えてい

きたい」

　横浜市が建築に果たしてきた

役割について、「関東大震災後

や戦後に住宅の供給を推進し

たり、復興小学校に取り組んだ

歴史があること、地区センター

などの設計で若手建築家に積

極的にチャンスを与えたこと、

横浜ランドマークタワーや象の

鼻パーク、大さん橋ターミナル

でシンボル性の転換を図ったこ

となど、時代の要請に応え、時

代を切り開いてきたと思う。今

後は、実績にこだわらずに若手

が活躍できる先進的なコンペ

を実施してほしい。大さん橋は、

建築家の故磯崎新氏が審査を

主導したコンペを通じて、画期

的で斬新なシンボルとなった。

そんな建築をこれからも期待し

ている」と語る。

饒舌に語りかけてくる建築を読み取り伝える

左：ジャックの塔とも呼ばれている／右：五十嵐氏
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●所在地：鶴見区獅子ケ谷三丁目

10-2　農村生活館 みその公園内 ●

竣工年：江戸時代後期～明治時代中

期 ●延べ面積：352㎡ ●構造種別：

木造 ●階数：地上2階 ●設計者：【当

初】不詳【1989保存修理】歴史環境

計画研究所 ●施工者：【当初】不詳

【1989保存修理】関工務店

●所在地：瀬谷区阿久和東一丁目17 

長屋門公園内 ●竣工年：1887（明治

20）年 ●延べ面積：180㎡ ●構造種

別：木造 ●階数：地上2階 ●設計者：

【当初】不詳【1992復元修理】南雲建

築設計研究所 ●施工者：【当初】浅尾

三四郎・大工栄二郎【1992復元修理】

〈建築〉関工務店〈電気〉小車電気工

事〈給排水・防災〉昭和設備工業

●所在地：戸塚区舞岡町1764 舞岡公

園内 ●竣工年：明治時代後期 ●延べ

面積：629㎡ ●構造種別：木造 ●階

数：地上1階 ●設計者：【当初】不詳

【1995移築復元】農村・都市計画研

究所、建築文化研究所 ●施工者：【当

初】不詳【1995移築復元】〈建築〉黒

崎工務店〈電気〉三栄電設〈給排水〉

マコト設備工業〈防犯防火〉昭和設備

工業、能美防災、国際連邦警備保障

●所在地：中区新港一丁目1 ●竣工

年：〔1号館〕1913（大正2）年〔2号

館〕1911（明治44）年 ●延べ面積：〔1

号館〕5,942㎡〔2号館〕11,255㎡ ●

構造種別：レンガ造一部S造 ●階数：

地上3階 ●設計者：【当初】妻木頼黄

【1999保存工事】建築研究協会、国

設計【2002活用工事】新居千秋都市

建築設計 ●施工者：【当初】〔1号棟〕

原木仙之助〔2号棟〕大蔵省【1999保

存工事】竹中工務店【2002保存改修】

〔1号棟〕〈建築〉竹中・小松JV〈電

気〉丸子・千代田計装JV〈空調〉川

本・三沢JV〈衛生〉エルゴテック〈舞台

機構〉森平舞台機構〈舞台照明〉丸茂

●所在地：中区山手町16 山手イタリア

山庭園内 ●竣工年：1910（明治43）

年 ●延べ面積：416㎡ ●構造種別：

木造 ●階数：地上2階塔屋1階 ●設計

者：【当初】J.M.ガーディナー【1997移

築】文化財建造物保存技術協会 ●施

旧横溝家住宅主屋

旧大岡家長屋門

02

03

●所在地：金沢区瀬戸20-3 金沢八景

権現山公園内 ●竣工年：江戸時代後

期 ●延べ面積：141㎡ ●構造種別：

木造 ●階数：地上1階 ●設計者：【当

初】不詳【2022復元】建文 ●施工者：

【当初】不詳【2022復元】〈建築〉馬

淵建設〈電気〉Ｋ・Ｔ・Ａ〈空調衛生〉

今野設備

●所在地：泉区和泉町300 天王森泉

公園内 ●竣工年：1911（明治44）年 

●延べ面積：325㎡ ●構造種別：木造 

●階数：地上2階 ●設計者：【当初】

不詳【1997移築復元・増築】農村・都

市計画研究所 ●施工者：【当初】不詳

【1997移築復元・増築】細沼工務店

旧円通寺客殿
 （旧木村家住宅主屋）

旧金子家住宅主屋

外交官の家

横浜赤レンガ倉庫

01

04

05

07

旧清水製糸場本館
 （天王森泉館）06

工者：【当初】横田組【1997移築】〈建

築〉竹中工務店〈電気〉明和電設工業

〈衛生〉神中工業

©2022 YOKOHAMA RED BRICK WAREHOUSE

日刊建設通信新聞社提供

日刊建設通信新聞社提供
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●所在地：中区本町1-6 ●竣工年：

1917（大正6）年 ●延べ面積：4,426

㎡ ●構造種別：RC造 ●階数：地上

2階、地下1階 ●設計者：【当初】市

建築課（山田七五郎）【1989ドーム復

元】清水建設【2000保存修理】横浜

市建築設計協同組合

●所在地：中区本町6-50-1 ●竣工年：

1929（昭和4）年 ●延べ面積：1,934㎡

（旧第一銀行部分）●構造種別：SRC

造 ●階数：地上3階、地下2階、塔屋1

階 ●設計者：【当初】西村好時、清水

組【2003曳家・意匠再現】都市基盤整

●所在地：中区日本大通34 ●竣工

年：1928（昭和3）年 ●延べ面積：

1,981㎡ ●構造種別：RC造 ●階数：

地上4階、地下1階 ●設計者：【当初】

渡辺節建築事務所【2016耐震補強

等】横浜市建築設計協同組合 ●施

工者：【当初】佐伯組【2016耐震補強

等】〈建築〉小俣組〈電気〉栄光電設

〈空調衛生〉ビオン工業〈昇降機〉横

浜エレベータ

●所在地：中区日本大通12 ●竣工

年：1929（昭和4）年 ●延べ面積：

2,906㎡ ●構造種別：RC造 ●階数：

地上4階、地下1階 ●設計者：【当初】

逓信省営繕課（中山広吉）【2002改修

時】日建設計 ●施工者：【当初】安藤

組【2002改修】〈建築〉和同建設〈建

築〉共栄社〈空調衛生〉神奈川保健事

業社〈昇降機〉東芝エレベータ【2002

搬入口増築】〈建築〉白井組〈電気〉

洋光電気工事

●所在地：保土ケ谷区川島町522 ●

竣工年：1915（大正4）年 ●延べ面積：

〔旧整水室上屋 4棟〕各13㎡〔旧浄水

井上屋〕22㎡〔旧配水井上屋〕30㎡ 

●構造種別：レンガ造 ●階数：地上1

階 ●設計者：横浜市水道臨時事業部 

●施工者：直営

西谷浄水場
 （旧整水室上屋、旧浄水井
上屋、旧配水井上屋）

開港記念会館

08

09

THE BAYS
 （旧関東財務局
横浜財務事務所）

10

旧第一銀行
横浜支店11

横浜都市発展記念館・
横浜ユーラシア文化館
 （旧横浜市外電話局）

12

日刊建設通信新聞社提供

●所在地：中区日本大通3 ●竣工年：

1931（昭和6）年 ●延べ面積：〔旧館〕

1,041㎡〔新館〕1,690㎡ ●構造種別：

〔旧館〕RC造〔新館〕RC造一部S造 

●階数：地上3階、地下1階 ●設計者：

【当初】英国工務省【1981新館増築】

浦辺建築事務所 ●施工者：【当初】清

水建設【1981新館増築】〈建築〉清水

建設〈電気〉共栄社〈空調衛生〉第一

設備〈昇降機〉横浜エレベータ

横浜開港資料館
 （旧横浜英国総領事館）13

電気〈舞台音響・映像〉不二音響〈昇

降機〉三菱電機〔2号棟〕〈建築〉竹

中工務店〈電気〉関電工〈空調〉高砂

熱学工業〈衛生〉三建設備工業〈昇降

機〉三菱電機

【2023保存修理】文化財保存計画協

会 ●施工者：【当初】清水組【1989

ドーム復元】清水建設【2000保存修

理】〈建築〉清水建設〈電気〉清進電設

〈空調衛生〉山本電気水道〈昇降機〉

フジテック【2023保存修理】〈建築〉

清水建設〈電気〉誠伸電気〈空調〉オ

ザワ総合設備〈衛生〉アメニティ

備公団、槇総合計画事務所 ●施工者：

【当初】清水組【2003曳家・意匠再現

（アイランドタワーへ増築）】〈建築〉

竹中・清水・戸田JV〈電気〉関電工・四

電工・近畿工業JV〈空調衛生〉新菱冷

熱・日本設備・共栄JV
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●所在地：中区山下町279 山下公園

内●竣工年：1939（昭和14）年 ●構

造種別：RC造一部S造 ●階数：地上

1階 ●設計者：【当初】鷲巣昌（第四

代建築課長）【2023改修】山手総合

計画研究所 ●施工者：【当初】清水組

【2023改修】ヨコテック

●所在地：戸塚区東俣野町80-1 ほか 

●竣工年：【当初】1939（昭和14）年

【再建】2016（平成28）年 ●延べ面

積：803㎡ ●構造種別：⽊造、⼀部レン

●所在地：中区港町1-1 ●竣工年：

19 5 9（昭和 3 4）年  ●延べ面積：

30,719㎡ ●構造種別：SRC造 ●階

数：地上8階、地下1階 ●設計者：【当

初】村野・森建築事務所（村野藤吾）

【2009耐震補強（免震レトロフィッ

ト）】東畑建築事務所 ●施工者：〈建

築〉【1期（仮囲、根切等）】 松尾工務

店【2～4期】戸田組〈弱電設備〉東洋

電機通信工業〈強電設備〉関東電気工

事〈空調〉大阪電気商会大阪暖房商会

〈衛生〉三機工業〈昇降機〉東洋オーチ

ス・エレベータ〈自動電話交換設備〉富

士通信機製造【2009耐震補強（免震レ

トロフィット）】戸田・馬淵・住友電設・

ダイダン異業種JV

●所在地：金沢区瀬戸22-2 ●竣工

年：1963（昭和38）年 ●延べ面積：

9,046㎡ ●構造種別：RC造 ●階数：

地上3階、地下1階 ●設計者：【当

初】村野・森建築事務所（村野藤吾）

【2015耐震補強】横浜市建築設計

協同組合 ●施工者：【当初】大林組

【2015耐震補強】小俣組

インド水塔

俣野別邸

15

16

●所在地：港北区大倉山二丁目10-1 

●竣工年：1932（昭和7）年 ●延べ

面積：2,990㎡ ●構造種別：SRC造 

●階数：地上3階 ●設計者：【当初】

長野宇平治【1984改修】環境開発研

究所 ●施工者：【当初】竹中工務店

【1984改修】〈建築〉竹中工務店〈電

気〉共栄社〈空調衛生〉川本工業

●所在地：神奈川区広台太田町3-8 ●

竣工年：1964（昭和39）年 ●延べ面

積：〔本館〕9,192㎡〔別館〕5,760㎡ 

大倉山記念館

7代目市庁舎

横浜マリンタワー

14

20

17

18

横浜市立大学
金沢八景キャンパス
本校舎

神奈川区総合庁舎
 （神奈川区役所・
神奈川消防署）

19

●所在地：中区山下町14-1 ●竣工

年：1961（昭和36）年 ●延べ面積：

4,389㎡ ●構造種別：〔展望部、塔

体部〕S造、〔低層部〕SRC造一部RC

造、S造 ●階数：地上4階 ●設計者：

【当初】清水建設【2009改修】日建

設計【2022改修】日建設計 ●施工者：

【当初】清水建設【2009改修】【第1

工区】清水建設【第2工区】〈建築〉

渡辺組〈電気〉共栄社〈空調〉日本工

業所〈衛生〉興信工業〈昇降機〉日立

ビルシステム【第3工区】〈外構〉奈良

造園土木【2022改修】〈建築〉渡辺組

〈電気〉共栄社〈空調衛生〉日本工業

所〈昇降機〉三菱電機ビルテクノサー

ビス

ガ造 ●階数：地上2階、地下1階 ●設

計者：【当初】佐藤秀三【2016復元】山

手総合計画研究所 ●施工者：【当初】

佐藤秀三建築工務所【2016復元】〈建

築〉佐藤秀〈電気〉三沢電機〈空調衛

生〉南設備工業〈昇降機〉中央エレベー

ター工業

日刊建設通信新聞社提供

日刊建設通信新聞社提供

日刊建設通信新聞社提供
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●所在地：神奈川区三ツ沢西町3-1 三

ツ沢公園内 ●竣工年：1964（昭和

39）年 ●延べ面積：11,678㎡ ●構造

種別：RC造 ●階数：地上3階 ●設計

者：福永建築設計事務所 ●施工者：

【当初】藤田組【1993増築】〈建築〉フ

●所在地：中区横浜公園 ●竣工年：

1978（昭和53）年 ●延べ面積：46,295

㎡ ●構造種別：SRC造、RC造、S造 

●階数：地上4階、地下1階 ●設計

者：【当初】創和設計、協力・鎌田建

築研究所【2020増築・改修】清水建

設 ●施工者：【当初】横浜スタジアム

JV（清水建設、大林組、奥村組、鹿島、

熊谷組、西武建設、大成建設、竹中工

務店、戸田建設、フジタ工業、前田建

設工業）【2020増築・改修】清水・馬

淵・大洋JV

●所在地：戸塚区東俣野町231 ●竣

工年：1981（昭和56）年 ●延べ面積：

8,947㎡ ●構造種別：SRC造 ●階

数：地上3階、地下1階●設計者：横浜

建築研究所 ●施工者：〈建築〉大成・

五洋・中野JV〈電気〉三沢電気

●所在地：中区山吹町2-2 ●竣工年：

1976（昭和51）年 ●延べ面積：2,498

㎡ ●構造種別：RC造 ●階数：地上6

階●設計者：氏家隆正設計事務所 ●

施工者：〈建築〉和同建設〈電気〉藤

沢電気〈衛生空調〉昭和設備工業〈構

内電話交換設備〉日本電気〈昇降機〉

三精輸送

●所在地：磯子区岡村四丁目11-22 三

殿台考古館内 ●竣工年：1964（昭和

39）年 ●延べ面積：431㎡ ●構造種

別：RC造一部S造 ●階数：地上1階 ●

設計者：大岡實 ●施工者：市営繕課

●所在地：中区山手町113 港の見える

丘公園内 ●竣工年：1977（昭和52）年 

●延べ面積：1,166㎡ ●構造種別：RC

造 ●階数：地上2階、地下2階 ●設計

者：浦辺建築事務所（浦辺鎮太郎） ●

施工者：清水建設

中消防署

横浜スタジアム

西部水再生センター
管理本館

大佛次郎記念館

三殿台考古館
住居址保護棟

23

25

26
24

21

三ツ沢公園球技場
 （ニッパツ三ツ沢球技場）22

●構造種別：RC造、一部SRC造 ●

階数：〔本館〕地上5階、地下1階〔別

館〕地上3階、地下2階 ●設計者：【当

初】松田平田設計事務所【1990別館

増築】松田平田坂本設計事務所 ●施

工者：【当初】〈建築〉三木組〈電気・

昇降機〉共栄社〈空調衛生〉東横工

業【1990別館増築】〈建築〉三木・見

上・司JV〈電気〉神電工・江電社・山

下JV〈空調〉大澤・山本・三井・戸塚JV

〈衛生〉昭和設備工業〈昇降機〉日立

製作所〈自家発電設備〉富士電機〈立

体駐車場設備〉石川島播磨重工業

ジタ・三木JV〈電気〉シンデン・東陽電

業JV〈空調衛生〉日宝工業

日刊建設通信新聞社提供
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●所在地：保土ケ谷区川辺町2-9 ●

竣工年：1986（昭和61）年 ●延べ面

積：2,935㎡ ●構造種別：SRC造 ●

階数：地上5階 ●設計者：松田平田坂

消防司令センター

横浜港
シンボルタワー

30

31

●所在地：神奈川区山内町1 ●竣工

年：〔水産棟〕1986（昭和61）年、〔青

果棟〕1992（平成4）年 ●延べ面積：

132,453㎡ ●構造種別：SRC造 ●

階数：地上6階、地下1階 ●設計者：

日建設計 ●施工者：【1986⽔産物部

施設改築】〈建築〉⼤成・鴻池・⼭岸

JV〈電気〉共栄・藤沢JV〈空調〉川本

⼯業〈衛⽣〉⼤澤・渡辺JV〈昇降機〉

横浜エレベータ【1992⻘果部施設改

築】〈建築〉⿅島・間・三⽊・⼭岸・⼤

洋JV〈電気〉共栄・藤沢・飯島JV〈空

調〉光電社〈衛⽣〉トーヨコ・渡辺⼯

業JV〈昇降機〉横浜エレベータ

中央卸売市場本場
 （再整備）

市民文化会館
関内ホール

29

32

●所在地：中区本牧ふ頭1-16 ●竣工

年：1986（昭和61）年 ●延べ面積：

1,091㎡ ●構造種別：SRC造一部S造 

●階数：地上6階 ●設計者：国建築事

務所 ●施工者：〈建築〉奥村組、関工

務店〈電気〉藤沢電気〈空調衛生〉牛

田工務所〈昇降機〉日立製作所

●所在地：中区住吉町4-42-1 ●竣工

年：1986（昭和61）年 ●延べ面積：

10,098㎡ ●構造種別：SRC造 ●階

数：地上5階、地下2階 ●設計者：【当

初・2018改修】芦原建築設計研究所 

●施工者：【当初】〈建築〉清水・三

井・馬淵JV〈電気〉共栄社・光電社JV

〈空調〉川本・光電社JV〈衛生〉昭和

設備工業〈昇降機〉日本オーチス・エ

レベータ〈舞台照明〉松村電機製作所

〈自家発電機〉東洋電機製造〈舞台

音響〉松下通信工業【2018改修】〈建

築〉小俣・岡山JV〈電気〉東電同窓電

気〈空調〉川本・康栄社JV〈衛生〉川

本工業〈昇降機〉中央エレベーター工

業〈電気通信〉東電同窓電気〈受変電

●所在地：中区山下町18 ●竣工年：

1986（昭和61）年 ●延べ面積：3,929

㎡ ●構造種別：SRC造一部S造 ●階

数：地上5階 ●設計者：坂倉建築研

横浜人形の家28

●所在地：〔都筑工場〕都筑区平台

27-1、〔地区センター、つづき緑寿荘〕

都筑区葛が谷2-1、〔都筑プール〕都筑

区葛が谷2-2、〔横浜あゆみ荘〕都筑区

葛が谷2-3●竣工年：1984（昭和59）

年 ●延べ面積：〔都筑工場〕28,692㎡、

〔都筑ふれあいの丘〕10,730㎡ ●構

造種別：SRC造、RC造、S造 ●階数：

〔都筑工場〕地上5階、地下3階〔都筑

ふれあいの丘〕地上2階、地下1階 ●

設計者：〔都筑工場〕東畑建築事務所

〔都筑ふれあいの丘〕日建設計 ●施

工者：〔都筑工場〕〈建築〉前田・東

急・山岸JV〈電気〉共栄・山本JV〈空

調〉新日空・東横JV〈衛生〉新日空・東

横JV〔都筑ふれあいの丘〕〈建築〉錢

高・奈良JV、山岸・広川JV、工藤・土

志田JV〈電気〉弘電・山本JV〈空調〉

三冷・光JV〈衛生〉東横・橘JV〈昇降

機〉横浜エレベータ

都筑工場・
都筑ふれあいの丘
 （都筑地区センター・横浜
あゆみ荘・つづき緑寿荘・
都筑プール）

27
究所 ●施工者：〈建築〉竹中・日成JV

〈電気〉新興電設工業〈空調〉鈴木商

会〈衛生〉高田設備〈昇降機〉横浜エ

レベータ

本設計事務所 ●施工者：〈建築〉渡

辺組・酒井JV〈電気〉三和電業社〈空

調〉昭和設備工業〈衛生〉三沢電機

〈昇降機〉横浜エレベータ

日刊建設通信新聞社提供
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●所在地：西区宮崎町26-１ ●竣工

年：1988（昭和63年）年 ●延べ面積：

3,428㎡ ●構造種別：RC造 ●階数：

地上4階、地下1階 ●設計者：松本陽

一設計事務所 ●施工者：【当初】〈建

築〉熊谷組・馬淵JV〈電気〉三沢電

気〈空調〉川本工業〈衛生〉興信工業

〈昇降機〉日立製作所【2014市民ギャ

ラリー改修時】〈建築〉小俣組〈電気〉

清進電設〈空調衛生〉ビオン・万里JV

〈昇降機〉中央エレベーター工業

●所在地：西区みなとみらい二丁目1-1 

日本丸メモリアルパーク内 ●竣工年：

1988（昭和63）年 ●延べ面積：7,146

㎡ ●構造種別：SRC造 ●階数：地上1

階、地下1階 ●設計者：三菱地所一級

建築士事務所 ●施工者：〈建築〉大成・

大林・フジタ・山岸・馬淵JV〈電気〉共栄

社・電成社JV〈空調〉トーヨコ・山本JV

〈衛生〉日宝工業〈昇降機〉日本オーチ

ス・エレベータ、三菱重工業

●所在地：港北区新横浜三丁目10 ●

竣工年：1989（平成元）年 ●延べ面

積：45,800㎡ ●構造種別：SRC造 ●

階数：地上5階 ●設計者：竹中工務店 

●施工者：竹中工務店

●所在地：西区みなとみらい三丁目4-1 

●竣工年：1989（平成元）年 ●延べ面

積：26,829㎡ ●構造種別：SRC造一

部RC造、S造 ●階数：地上8階 ●設

計者：【当初】丹下健三・都市・建築設

計研究所【2023改修】丹下都市建築設

計 ●施工者：【当初】〈建築〉竹中・清

水・東急・奥村・佐藤・奈良JV〈電気〉

共栄社・山本・電成社・成電社JV〈空

調〉大暖・川本・トーヨコ・光電JV〈衛

生〉昭和・興信・戸塚JV〈昇降機〉東

芝〈展示〉丹青社、横浜松坂屋〈特別

高圧受変電〉富士電機〈自家発電〉東

芝〈電波障害除去〉通信設備【2023

改修】〈建築〉清水・小俣・三木JV〈電

気〉共栄・シンデン・矢口JV〈空調〉川

本工業・ヨコレイ・関東設備JV〈衛生〉

エルゴテック・杉山管工JV

●所在地：中区桜木町1-1-56 ●竣工

年：1990（平成2）年 ●延べ面積：

6,669㎡ ●構造種別：SRC造 ●階数：

地上8階、地下1階 ●設計者：【当初】

東畑建築事務所【2020改修】須山設

計 ●施工者：【当初】〈建築〉清水・飛

島・日成JV〈電気〉三和・朝日JV〈衛

生〉トーヨコ〈空調〉大澤工業〈集塵〉

三菱重工・日本鋼管・神戸製鋼JV〈昇

降機〉横浜エレベータ【2020改修】【第

1期】〈建築工事〉工藤建設〈電気〉東

邦電設〈空調衛生〉ニッセツ〈昇降機〉

横浜エレベータ【第2期】〈建築〉筒見

工務店〈電気〉三沢電機〈空調衛生〉

万里設備〈昇降機〉横浜エレベータ

三溪記念館

横浜美術館

横浜アリーナ

34

35

36

37

みなとみらい21・
クリーンセンター38

横浜みなと博物館

横浜市民ギャラリー
 （旧いせやま会館）33

●所在地：中区本牧三之谷58-1 三溪

園内 ●竣工年：1988（昭和63）年 ●

延べ面積：1,642㎡ ●構造種別：RC

造、寄棟造銅板葺 ●階数：地上1階 

●設計者：大江宏建築事務所 ●施工

者：〈建築〉戸田・関JV〈電気〉東電同

窓電気〈衛生〉牛田工業所〈空調〉川

本工業

設備〉東電同窓・窪倉JV〈舞台照明〉

松村電機製作所〈自家発電機〉荏原商

事〈舞台音響〉アセント

日刊建設通信新聞社提供
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●所在地：南区弘明寺町265-1 ●竣

工年：1992（平成4）年 ●延べ面積：

2,805㎡ ●構造種別：RC造 ●階数：

地上4階 ●設計者：相和技術研究所 

●施工者：〈建築〉清水・京急JV〈電

気〉藤澤電気〈空調衛生〉光電社〈昇

降機〉日本エレベーター製造

●所在地：南区大岡一丁目14-1 ●竣

工年：1992（平成4）年 ●延べ面積：

6,753㎡ ●構造種別：RC造他 ●階

数：地上3階 ●設計者：松本陽一設

計事務所 ●施工者：〈建築〉佐藤・松

尾JV〈電気〉富士・朝日JV〈空調〉昭

和・杉山JV〈衛生〉昭和設備工業〈昇

降機〉横浜エレベータ

●所在地：中区海岸通1-1 ●竣工年：

1993（平成5）年 ●延べ面積：5,985㎡ 

南図書館・
弘明寺公園プール

大岡健康プラザ
 （南スポーツセンター・
大岡地区センター・
地域ケアプラザ）

43

44

大さん橋ふ頭ビル45
●所在地：山梨県南都留郡道志村

9020 ●竣工年：1992（平成4）年 ●

延べ面積：465㎡ ●構造種別：S造、

木造 ●階数：地上2階 ●設計者：須

山設計 ●施工者：長田産業

道志村水源林
管理所42

●所在地：栄区上郷町1499-1 ●竣

工年：1992（平成4）年 ●延べ面積：

6,891㎡ ●構造種別：RC造 ●階数：

地上2階、地下1階 ●設計者：【当初】

内井昭蔵建築設計事務所【2019再整

備】デザインの森（PFI事業者：上郷

フォレストPFI株式会社） ●施工者：

【当初】〈建築〉東急・村本・山岸・紅

梅JV〈電気〉三沢・三興JV〈空調〉トー

ヨコ・鈴商・福崎JV〈衛生〉日宝・太

陽JV〈昇降機〉日本エレベーター製造

【2019再整備】紅梅組（PFI事業者：

上郷フォレストPFI株式会社）

上郷・森の家41

●所在地：港北区鳥山町1752 ●竣

工年：1992（平成4）年 ●延べ面積：

28,818㎡ ●構造種別：SRC造 ●階

数：地上3階、地下1階 ●設計者：東

畑建築事務所 ●施工者：〈建築〉西

松・錢高・大木・奈良・紅梅JV〈電

気〉共栄社・山本・山正・飯島JV〈空

調〉川本・昭和・鈴木・ヨコレイJV〈衛

生〉日宝工業・矢崎設備・光設備JV

〈昇降機〉東芝〈自家発電〉明電舎

〈舞台照明〉丸茂電機〈舞台音響〉不

二音響

障害者
スポーツ文化センター
横浜ラポール

40

●所在地：金沢区福浦三丁目9 ●竣

工年：1991（平成3）年 ●延べ面積：

57,115㎡ ●構造種別：S造一部SRC

造 ●階数：地上10階、地下1階 ●設

計者：横浜市立大学医学部附属病院

設計JV（松田平田坂本設計事務所＋

伊藤喜三郎建築研究所） ●施工者：

〈建築〉熊谷・鹿島・間・東急・紅梅・

渡辺JV〈電気〉日本電設・共栄・電

成・山本JV〈空調〉高砂・川本・三建・

光電・福島JV〈衛生〉トーヨコ・一説・

大澤・渡辺JV〈昇降機〉東芝〈土木〉

保土ヶ谷・新栄JV〈搬送〉シーメンス

〈特別高圧受変電〉日新電機〈自家発

電〉東洋電機製造

横浜市立大学
附属病院39
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●所在地：西区老松町1 ●竣工年：

1994（平成6）年 ●延べ面積：24,520

㎡ ●構造種別：S造、SRC造 ●階数：

地上5階、地下3階 ●設計者：前川建

築設計事務所 ●施工者：〈建築〉竹

中・東急・松村・紅梅・和同JV〈電気〉

三ツ沢・新興・江電社・三興JV〈空調〉

トーヨコ理研・山本・鈴工福島JV〈衛

生〉トーヨコ理研・有賀JV〈自家発電〉

明電舎〈昇降機〉三菱電機〈書籍搬

送〉シーメンス

●所在地：金沢区野島町24-2 ●竣

工年：1993（平成5）年 ●延べ面積：

3,967㎡ ●構造種別：RC造一部SRC

造 ●階数：地上2階、地下1階 ●設計

者：田辺洋建築設計事務所 ●施工者：

〈建築〉冨士工・渡辺JV〈電気〉日宝

工業〈空調衛生〉昭和・戸塚JV〈昇降

機〉横浜エレベータ

●所在地：青葉区美しが丘二丁目22 

美しが丘公園内 ●竣工年：1993（平

成5）年 ●延べ面積：279㎡ ●構造種

別：木造 ●階数：地上2階、地下1階 

●設計者：創和設計 ●施工者：〈建

築〉小林建設林産〈電気〉大貫電興社

●所在地：西区紅葉ケ丘27-2 掃部

山公園内 ●竣工年：1996（平成8）

年 ●延べ面積：5,696㎡ ●構造種

別：SRC造 ●階数：地上2階、地下2

階 ●設計者：【当初】大江宏建築事

務所【改修】松田平田設計 ●施工者：

〈建築〉竹中・住友・紅梅JV〈電気〉

三沢・江電社JV〈空調〉川本・フクザ

キJV〈衛生〉光電社〈駐車場機械設

備〉三菱重工業〈昇降機〉フジテック

〈舞台照明〉松下電工〈舞台音響〉日

本ビクター

●所在地：都筑区中川中央一丁目18-

１ ●竣工年：1994（平成6）年 ●延

べ面積：9,269㎡ ●構造種別：SRC

造一部RC造 ●階数：地上6階、地下

1階 ●設計者：大高建築設計事務所 

●施工者：〈建築〉間・大末・山岸・奈

良JV〈電気〉扶桑・山本JV〈空調衛

生〉トーヨコ理研・矢崎・豊正JV〈自

●所在地：鶴見区末広町1-15-2 ●竣

工年：1996（平成8）年 ●延べ面積：

7,630㎡ ●構造種別：RC造一部S造、

SRC造 ●階数：地上3階 ●設計者：

山下設計 ●施工者：〈建築〉松尾・工

藤JV〈電気〉富士・江電JV〈空調衛

生〉日宝・興信JV

野島青少年
研修センター

急な坂スタジオ・
野毛山荘 （旧老松会館）

中央図書館

歴史博物館

横浜能楽堂

46

48

49

50

51

高齢者保養
研修施設ふれーゆ52

こどもログハウス
 （ロケットハウス）47

●所在地：西区老松町26-1 ●竣工年：

1993（平成5）年 ●延べ面積：3,487

㎡ ●構造種別：SRC造 ●階数：地上

3階、地下1階 ●設計者：建築モード研

究所 ●施工者：〈建築〉松村・紅梅JV

〈電気〉藤沢電気〈空調衛生〉昭和・

大洋JV〈昇降機〉横浜エレベータ〈土

木〉トーヨコ建設

●構造種別：S造 ●階数：地上5階 ●

設計者：松⽥平⽥設計 ●施工者：〈建

築〉地崎･松尾JV〈電気〉シンデン〈空

調〉川本・渡辺JV〈衛生〉豊正⼯業〈昇

降機〉東芝エレベータテクノス

家発電〉富士電機〈講堂視聴覚設備〉

松下通信工業〈昇降機〉フジテック

横浜能楽堂提供
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●所在地：栄区小菅ケ谷一丁目2-1 ●

竣工年：1997（平成9）年 ●延べ面

積：31,832㎡うち本施設面積 2,977㎡ 

●構造種別：SRC造 ●階数：地上6階、

地下2階 ●設計者：松本陽一設計事

務所 ●施工者：〈建築〉大林・松井・

三木・明誠・白井JV〈電気〉東光・関

口・阿部JV〈空調〉三機・大澤・矢崎

JV〈衛生〉川本・昭和・戸塚JV〈昇降

機〉日本オーチス・エレベータ

栄区民文化センター
リリス59

●所在地：西区みなとみらい二丁目3-6 

●竣工年：1997（平成9）年 ●延べ面

積：18,689㎡ ●構造種別：SRC造一

部S造 ●階数：地上7階、地下1階 ●

設計者：日建設計 ●施工者：【当初】

大成・鹿島・東急他 JV ※民間で「ク

イーンズスクエア」として建設【2022改

修】〈建築〉鹿島・NB・石井JV〈電気〉

シンデン・矢口JV、きんでん〈空調〉エ

ルゴテック・杉山管工JV〈衛生〉川本

工業〈舞台音響〉ヒビノスペーステック

〈舞台照明〉松村電機製作所〈昇降

機〉日本オーチス・エレベータ●所在地：港南区東永谷1-1-12 ●竣

工年：1997（平成9）年 ●延べ面積：

2,803㎡ ●構造種別：RC造一部S造 

横浜みなとみらい
ホール

東永谷地区センター
・地域ケアプラザ

57

55

●所在地：西区浅間町4-340-1 ●竣工

年：1997（平成9）年 ●延べ面積：7,777

㎡ ●構造種別：SRC造 ●階数：地上4

階 ●設計者：久米設計 ●施工者：〈建

築〉紅梅・小俣JV〈電気〉三沢電機〈空

調〉川本工業〈衛生〉大澤工業〈昇降

機〉フジテック〈コージェネレーション・

自家発電〉三菱電機〈機械式駐車設

備〉東急パーキングシステムズ

西スポーツセンター
 ・浅間町営業所56

●所在地：金沢区長浜114-4 長浜野

口記念公園内 ●竣工年：1997（平成

9）年復元 ●延べ面積：984㎡ ●構造

種別：S造一部RC造 ●階数：地上2

階、地下1階 ●設計者：【当初】河合

政市【1997復元】AUR建築・都市・研

究コンサルタント ●施工者：【当初】

不明【1997復元】〈建築〉トーヨコ建設

〈電気〉幸陽電気〈空調衛生〉フクザ

キコーポレーション

長浜ホール
 （横浜検疫所長浜措置場
旧事務棟）

58

●所在地：港北区篠原東二丁目15-27 

●竣工年：1997（平成9）年 ●延べ面

積：3,250㎡ ●構造種別：RC造、一部

S造 ●階数：地上3階、地下1階 ●設

計者：槇総合計画事務所 ●施工者：

〈建築〉サンゴ〈電気〉日宝工業〈空

調〉鈴木商会〈衛生〉京浜設備工業所

〈昇降機〉シンドラーエレベータ

●所在地：泉区和泉が丘一丁目26-1 

●竣工年：1996（平成8）年 ●延べ面

積：3,108㎡ ●構造種別：RC造一部

S造 ●階数：地上2階、地下1階 ●設

計者：山本理顕設計工場 ●施工者：

〈建築〉大洋建設〈電気〉東電同窓電

機〈空調〉三沢電気〈衛生〉金子工業所

〈昇降機〉シンドラーエレベータ

下和泉地区センター
・地域ケアプラザ53

篠原地区センター・
地域ケアプラザ54

●階数：地上2階 ●設計者：伊東豊雄

建築設計事務所 ●施工者：〈建築〉

千代田アクタス〈電気〉三興電設〈衛

生〉フクザキコーポレーション〈空調〉

太陽・サノセキJV〈昇降機〉横浜エレ

ベータ

日刊建設通信新聞社提供
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●所在地：港北区小机町3300 新横

浜公園内 ●竣工年：1997（平成9）年 

●延べ面積：172,759㎡ ●構造種別：

PCaPC造 ●階数：地上7階 ●設計

者：松田平田・東畑設計JV ●施工者：

〈建築〉【第1工区、フィールド工区】竹

中・奈良JV【第2工区】錢高・日本鋼管

JV【第3工区】日本国土・渡辺JV【第4

工区】佐藤・三木JV〈電気〉きんでん・

共栄社JV〈空調〉新日空・大澤JV〈衛

生〉川本・山本電気水道JV〈昇降機〉

ダイコー、シンドラーエレベータ〈人工

地盤〉三木・渡辺JV、竹中・駿河JV

●所在地：南区浦舟町4-57 ●竣工年：

1999（平成11）年 ●延べ面積：58,363

㎡ ●構造種別：S造、SRC造、RC造 ●

階数：地上15階、地下2階 ●設計者：横

河建築設計 ●施工者：〈建築〉竹中・日

本国土・紅梅・相鉄JV〈電気〉電設工・

四電工・共栄社JV〈空調〉エルゴテック・

三機・大澤JV〈衛生〉西原衛生・大成

温調・日宝JV〈昇降機〉日立製作所〈昇

降機2〉横浜エレベータ〈特別高圧受変

電〉東芝〈自家発電廃熱利用〉明電舎

〈搬送〉日本シューター

●所在地：旭区上白根町1175-1 横浜

動物の森公園ズーラシア内 ●竣工年：

1998（平成10）年 ●延べ面積：〔管理

センター〕2,349㎡〔アクアテラス〕756

㎡ ●構造種別：〔管理センター〕SRC

造、〔アクアテラス〕S造一部RC造 ●

階数：〔管理センター〕地上2階、地下

１階〔アクアテラス〕地上1階 ●設計

者：高松伸建築設計事務所 ●施工

者：〈建築〉三木・駿河JV〈空調〉光電

社〈衛生〉有賀工業〈電気〉三興電設

〈昇降機〉守谷輸送機工業

●所在地：都筑区北山田七丁目3-1 ●

竣工年：年：1998（平成10）年 ●延べ

面積：35,877㎡ ●構造種別：RC造、

SRC造、S造 ●階数：地上3階、地下2

階 ●設計者：創造社 ●施工者：〈建

築〉【第1工区】大成・地崎・工藤JV

【第2工区】石井建設工業〈電気〉扶

●所在地：鶴見区馬場二丁目20-1 馬

場花木園内 ●竣工年：1998（平成

10）年 ●延べ面積：160㎡ ●構造種

別：S造 ●階数：地上1階 ●設計者：

プランテック総合計画事務所 ●施工

者：〈建築〉小松工務店〈電気〉フタバ

電業社〈空調衛生〉日本工業所

横浜国際総合競技場
 （日産スタジアム）60

●所在地：中区山下町203地先 ●

竣工年：1998（平成10）年 ●延べ

面積：48㎡ ●構造種別：RC造 ●

階数：地上1階 ●設計者：須山設計、

RA建築設計 ●施工者：〈施工者〉青

柳組〈企画協力、部材寄付〉横浜中華

街発展会協同組合

よこはま動物園
南入口ゾーン
 （管理センター、アクアテラス、
リングゲート）

馬場花木園休憩棟

横浜国際プール

横浜市立大学附属
市民総合医療
センター

横浜にぎわい座

61

62

64

65

66

洗手亭63

●所在地：中区野毛町3-110-1 ●竣

工年：2001（平成13）年 ●延べ面積：

14,135㎡ ●構造種別：SRC造 ●階

数：地上13階、地下3階 ●設計者：石

本建築事務所、アクト環境計画（劇場

部分協同） ●施工者：〈建築〉大成・

錢高・三木・イワキJV〈電気〉共栄社・

新興JV〈空調衛生〉エルゴテック・昭

和JV〈昇降機〉横浜エレベータ

桑・富士鋼管JV〈空調〉川本・光電・

鈴商JV〈衛生〉トーヨコ理研・山本・

矢崎JV〈土木〉奈良建設〈大型映像

表示設備〉ソニー〈自家発電〉明電舎

〈昇降機〉三菱電機
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アメリカ山公園
 （立体都市公園）73

●所在地：戸塚区上倉田町1865-4 ●

竣工年：2006（平成18）年 ●延べ面

積：378㎡ ●構造種別：RC造 ●階

数：地上2階 ●設計者：シグマ建築

企画 ●施工者：〈建築〉小雀建設〈電

気〉大井電業社〈空調衛生〉イエス

〈昇降機〉ダイコー

●所在地：中区本町5 - 4 9  ●竣工

年：2004（平成16）年 ●延べ面積：

10,312㎡ ●構造種別：RC造、S造 ●

階数：地上1階、地下3階 ●設計者：内

藤廣建築設計事務所 ●施工者：戸田

建設

●所在地：中区新山下三丁目12-1 ●

竣工年：2003（平成15）年 ●延べ面

積：74,148㎡ ●構造種別：SRC造（免

震構造） ●階数：地上8階、地下1階、

塔屋2階 ●設計者：伊藤喜三郎建築

研究所 ●施工者：〈建築〉【病院棟工

区】清水・大林・大成・三星・佐藤・飛

島・安藤・渡辺・紅梅・奈良JV【エネ

ルギーセンター棟工区】山岸・相鉄・

千代田アクタスJV〈空調〉川本・新菱・

日宝・鈴商JV〈衛生〉ダイダン・三建・

興新・山本JV〈電気〉きんでん・トー

エネック・共栄社・三沢電機JV〈昇降

機〉三菱電機、横浜エレベータ、日本エ

レベーター製造

みなとみらい線
馬車道駅71

倉田コミュニティ
ハウス72

みなと赤十字病院70

●所在地：中区海岸通1-1-4 ●竣工

年：2002（平成14）年 ●延べ面積：

約44,000 ●構造種別：S造一部RC造

（折板構造＋ガーダー構造）●階数：

地上2階、地下1階 ●設計者：foa ●

施工者：〈建築〉【1工区】清水・東亜・

日本鋼管・松尾JV【2工区】鹿島・フ

ジタ・相鉄・工藤JV【3工区】戸田・東

急・山岸・駿河JV〈電気〉扶桑・シンデ

ン・江電社JV〈空調〉エルゴテック・大

澤・光電社JV〈衛生〉川本・昭和・太

陽JV〈受変電〉富士電機〈発電機〉三

菱電機〈搬送機〉トーヨーカネツ〈昇

降機〉横浜エレベータ

横浜港大さん橋
国際客船ターミナル69

●所在地：港南区野庭町612 ●竣工

年：2001（平成13）年 ●延べ面積：

2,850㎡ ●構造種別：RC造 ●階数：

地上3階 ●設計者：国設計 ●施工者：

〈建築〉馬淵・小俣JV〈電気〉三沢電

機〈空調〉山本電気水道〈衛生〉コムロ

〈昇降機〉日本オーチス・エレベータ

野庭地区センター・
地域ケアプラザ67

北部斎場68

●所在地：緑区長津田町5125-1 ●竣

工年：2002（平成14）年 ●延べ面積：

20,049㎡ ●構造種別：RC造 ●階数：

地上2階、地下1階 ●設計者：竹山実

建築総合研究所 ●施工者：〈建築〉

清水・東急・長谷工・土志田JV〈電気〉

電成・山本・江電JV〈空調〉エルゴテッ

ク・川本・昭和JV〈衛生〉日宝・鈴商JV

〈昇降機〉三菱電機〈自家発電〉明電

舎〈火葬炉〉宮本工業所〈斎場関連施

設〉菅野建設〈土木〉大竹興業、本田

建設〈2号遊水池〉清水・東急・長谷工・

土志田JV
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●所在地：瀬谷区二ツ橋町190 ●竣

工年：〔公会堂〕2010（平成22）年〔区

役所・消防署〕2012（平成24）年 ●延

べ面積：15,369㎡ ●構造種別：RC造、

SRC造 ●階数：地上5階、地下1階 ●

設計者：環境デザイン研究所、NTT

ファシリティーズ（PFI事業者：グリー

ンファシリティーズ瀬谷株式会社） ●

施工者：鹿島建設（PFI事業者：グリー

ンファシリティーズ瀬谷株式会社）

●所在地：南区浦舟町2-33 ●竣工

年：2016（平成28）年 ●延べ面積：

27,589㎡ ●構造種別：CFT造、S造、

RC造 ●階数：地上7階、地下1階 ●設

計者：石本建築事務所 ●施工者：〈建

築〉【第1工区】大成・工藤・風越JV

【第2工区】馬淵・小俣JV【第3工区】

渡辺・根本JV〈電気〉【第1・2工区】シ

ンデン・共栄・窪倉JV【第3工区】横

森電気工業〈空調〉【第1・2工区】川

本・ヨコレイ・サノセキJV【第3工区】

川本工業〈衛生〉【第1・2工区】万里・

ビオンJV【第3工区】川本工業〈昇降

機〉【第1・2工区】中央エレベーター工

業【第3工区】三菱電機〈自家発電〉明

電舎〈地下燃料タンク置場〉馬淵・小

俣JV〈舞台照明〉松村電機製作所〈舞

台音響・映像〉ヤマハサウンドシステム

●所在地：神奈川区菅田町75-4 ●

竣工年：2011（平成23）年 ●延べ面

積：2,858㎡ ●構造種別：RC造、木

造 ●階数：地上2階、地下1階 ●設計

者：湯澤建築設計事務所 ●施工者：

〈建築〉松尾・石井JV〈電気〉東洋電

装〈空調〉川本工業〈衛生〉司工事〈昇

降機〉日立ビルシステム〈土木〉親和興

業〈フェンス〉リョーコー

●所在地：中区海岸通1　象の鼻パー

ク内 ●竣工年：2009（平成21年）年 

●延べ面積：604㎡ ●構造種別：S

造 ●階数：地上1階 ●設計者：小泉ア

トリエ ●施工者：〈建築〉渡辺組〈電

気〉横山電気工業〈空調衛生〉神奈川

産業

●所在地：西区老松町63-10 野毛山公

園内 ●竣工年：2011（平成23）年 ●

延べ面積：140㎡ ●構造種別：RC造 

●階数：地上2階 ●設計者：松本陽一

設計事務所 ●施工者：〈建築〉森田建

設〈電気〉中央電器住設

動物愛護センター

象の鼻テラス

野毛山展望台

76

74

77

79

衛生研究所78

75

●所在地：中区⼭⼿町97-1 ●竣工年：

2009（平成21）年 ●延べ面積：3,954

㎡（駅舎増築部分） ●構造種別：RC

造 ●階数：地上5階、地下4階 ●設計

者：八千代エンジニヤリング ●施工

者：〈建築〉熊谷・東洋JV〈電気〉扶桑

電気〈機械〉川本工業

●所在地：金沢区富岡東二丁目7-1 ●

竣工年：2014（平成26）年 ●延べ面

積：7,653㎡ ●構造種別：RC造 ●階

数：地上7階 ●設計者：伊藤喜三郎建

築研究所 ●施工者：〈建築〉馬淵・紅

梅JV〈電気〉電成社・会津電業社JV

〈空調〉川本・エルゴテック・ヨコレイ

JV〈衛生〉南・ホーセンJV〈自家発電〉

大崎電設〈昇降機〉中央エレベーター

工業〈外構〉新栄重機土木〈植栽〉ダ

イヤ緑地

瀬谷区総合庁舎
 （瀬谷区役所・瀬谷公会堂
・瀬谷消防署）

南区総合庁舎
 （南区役所・南公会堂・
南土木事務所・南消防署）

㈱環境デザイン研究所提供

Photo:DAICI ANO
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84

●所在地：港南区日野中央一丁目13-2 

●竣工年：2018（平成30）年 ●延べ

面積：1,448㎡ ●構造種別：S造一部

RC造 ●階数：地上1階、地下1階 ●

設計者：コンテンポラリーズ ●施工

者：〈建築〉渡辺・見上JV〈電気〉浜川

電気〈空調衛生〉金子工業所〈自動納

骨機械〉光洋自動機〈法面保護〉アウ

ラ・シーイー〈緑地整備〉丸孝造園土木

〈造園〉横浜緑地

日野こもれび納骨堂85

●所在地：西区高島一丁目2-3 ●竣工

年：2018（平成30）年 ●延べ面積：

7,984㎡ ●構造種別：S造 ●階数：地

上4階 ●設計者：みかんぐみ ●施工者：

〈建築〉渡辺・根本・昭和JV〈電気〉シ

みなとみらい
本町小学校86

●所在地：金沢区泥亀二丁目9-1 ●竣

工年：【第1工区】2016（平成28）年【第

2・3工区】2018（平成30）年 ●延べ面

積：20,535㎡ ●構造種別：CFT造一

部S造、RC造、SRC造 ●階数：地上8

階 ●設計者：国設計 ●施工者：〈建

築〉【第1工区】松尾・小俣・大洋JV【第

2工区】小俣組【第3工区】小俣・日成・

安藤JV〈電気〉【第1工区】電成・丸子・

栄光JV【第2・3工区】向洋・ケイテク

ノJV〈空調〉【第1工区】エルゴテック・

神奈川保健・矢崎JV【第2・3工区】エ

ルゴテック・矢崎設備JV〈衛生〉【第1

工区】ビオン・万里JV【第2・3工区】エ

ルゴテック・有賀JV〈自家発電〉明電

舎〈昇降機〉【第1工区】中央エレベー

ター工業【第3工区】フジテック〈外構〉

【第1工区】新世【第2・3工区】青野建

設〈舞台照明〉【第2・3工区】松村電機

製作所〈舞台音響・映像設備〉【第2・3

工区】ヤマハサウンドシステム

83

●所在地：港南区港南四丁目2-10 ●竣

工年：2017（平成29）年 ●延べ面積：

17,334㎡ ●構造種別：S造一部CFT

造、SRC造、RC造 ●階数：地上8階、

地下1階 ●設計者：小泉アトリエ ●施

工者：〈建築〉【第1工区】渡辺・見上

JV【第2工区】鹿島・谷津・中島JV〈電

気〉神奈川ケイテクノ・向洋電機土木・

尾鈴電気JV〈空調〉三沢・光電・エヌ・

ケイJV〈衛生〉興信・岳南JV〈昇降

機〉フジテック〈自家発電〉明電舎〈機

械式駐車設備〉横浜エレベータ〈外

構〉湘南建設〈緑化〉錦光園

金沢区総合庁舎
 （金沢区役所・金沢公会堂・
金沢消防署）

港南区総合庁舎
 （港南区役所・港南消防署）

横浜市立大学
YCUスクエア80

●所在地：南区宿町3-54-5 ●竣工

年：2016（平成28）年 ●延べ面積：

768㎡ ●構造種別：RC造 ●階数：地

上3階 ●設計者：湯澤建築設計研究

所 ●施工者：〈建築〉馬淵建設〈空調

衛生〉相模設備工業〈通信指令〉日本

電気〈電気〉横山電気工業

●所在地：金沢区瀬戸22-2 ●竣工

年：2016（平成28）年 ●延べ面積：

4,100㎡ ●構造種別：RC造一部S造 

●階数：地上5階 ●設計者：山本理

顕設計工場 ●施工者：〈建築〉渡辺・

見上JV〈電気〉共栄・会津JV〈空調〉

エルゴテック・ヨコレイJV〈衛生〉万里

設備〈昇降機〉東芝エレベータ〈外構

電気〉太洋電設〈外構〉錦興建設〈植

栽〉篠原造園建設

●所在地：磯子区滝頭三丁目1-53 ●

竣工年：2016（平成28）年 ●延べ面

積：287㎡ ●構造種別：RC造 ●階

数：地上2階 ●設計者：abanba ●施

工者：安藤建設

蒔田消防出張所81

市電保存館
しでんほーる82

日刊建設通信新聞社提供

日刊建設通信新聞社提供
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●所在地：保土ケ谷区神戸町140-5 ●

竣工年：2020（令和2）年 ●延べ面積：

2,627㎡ ●構造種別：RC造一部S造 

●階数：地上3階 ●設計者：日生建築

計画研究所 ●施工者：〈建築〉⼤洋・

信友JV〈電気〉新興電設工業〈空調衛

生〉エルゴテック〈昇降機〉中央エレ

ベーター工業〈通信指令設備〉日本電気

〈歩道等改良〉新都市建設

●所在地：西区みなとみらい一丁目1-1 

●竣工年：2020（令和2）年 ●延べ面

積：46,296㎡ ●構造種別：S造、一部

SRC造、RC造 ●階数：地上6階、地

下1階 ●設計者：佐藤総合計画・竹中

工務店JV（PFI事業者（設計）：横浜グ

ローバルMICE） ●施工者：竹中・小

俣JV（PFI事業者（施工）：横浜グロー

バルMICE）

●所在地：神奈川区三ツ沢西町1-1 ●

竣工年：2020（令和2）年 ●延べ面

積：79,613㎡ ●構造種別：〔診療棟〕

S造、一部SRC造、RC造（免震構造）

〔管理棟〕S造 ●階数：〔診療棟〕地

上7階、地下2階、塔屋1階〔管理棟〕地

上4階 ●設計者：佐藤総合計画 ●施

工者：〔診療棟〕〈建築〉戸田・松尾・

馬淵JV〈電気〉九電工・大三・丸子JV

〈空調〉西原衛生・菱和設備JV〈衛

生〉川本・日本装芸・ヨコレイJV〔管

理棟〕〈建築〉松尾・奈良JV〈電気〉

三沢・新興JV〈空調〉川本・康栄社JV

〈衛生〉エルゴテック

●所在地：中区本町6-50-10 ●竣工

年：2020（令和2年）年 ●延べ面積：

142,582㎡ ●構造種別：S造、CFT造

他、中間層免震構造＋制振構造 ●階

数：地上32階、地下2階 ●設計者：竹

中工務店、槇総合計画事務所 ●施工

者：竹中・西松JV ●別途発注工事 中

層部施工：〈建築〉【第1工区】ＮＢ建設

【第2工区】小俣組〈電気〉【第1・2工

区】扶桑・日宝JV〈空調〉三沢・興信・

三光JV〈衛生〉エルゴテック、その他施

工：〈マルチサイン設備〉東洋電装・神

電設備工業JV〈防犯・入退室管理設

備〉三沢・セイブJV〈監視カメラ設備〉

きんでん〈映像・音響設備〉清進・浜川

JV〈議場・委員会設備〉システムエンジ

ニアリング〈構内交換設備〉東日本電

信電話〈間仕切り壁設置〉土志田建設

〈サイン設置〉土志田建設〈駐車管制

設備〉東洋電装

保土ケ谷消防署89

横浜市立市民病院

8代目市庁舎

横浜みなとみらい
国際コンベンション
センター  （パシフィコ
横浜ノース）

91

90

92

●所在地：中区寿町4-14 ●竣工年：

2019（令和元）年 ●延べ面積：7,694

㎡ ●構造種別：RC造 ●階数：地上9階、

地下1階 ●設計者：小泉アトリエ ●施

工者：〈建築〉松尾・小俣・土志田JV〈電

気〉共栄・栄光JV〈空調〉エヌ・ケイ・テ

クノ〈衛生〉万里・ビオンJV〈昇降機〉三

菱電機ビルテクノサービス〈スロープ・広

場〉菅野建設

寿町健康福祉
交流センター・
寿町スカイハイツ

88

●所在地：青葉区あざみ野南一丁目

4-1 ●竣工年：2019（平成31）年 ●延

べ面積：250㎡ ●構造種別：S造 ●階

数：地上1階 ●設計者：川喜田建築設

計事務所●施工者：〈建築〉伊勝〈電

気〉三光電業〈空調衛生〉イエス

荏田コミュニティ
ハウス87

ンデン・矢口JV〈空調衛生〉南・ホ－

センJV〈昇降機〉中央エレベーター工業

〈校庭整備〉奈良建設〈緑化〉相武造

園土木〈防護施設〉K.Y.S
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●所在地：中区根岸台 根岸森林公園

内 ●竣工予定：2024（令和6）年 ●延

べ面積：49㎡ ●構造種別：木造一部

S造 ●階数：地上1階 ●設計者：一級

建築士事務所nenlin ●施工者：未定

●所在地：保土ケ谷区川辺町2-20 ●

竣工予定：2023（令和5）年 ●延べ面

積：14,847㎡ ●構造種別：〔本館〕

RC一部PRC・SRC造〔倉庫棟〕S造

〔別館〕SRC造 ●階数：〔本館〕地上

7階、地下1階、塔屋2階〔倉庫棟〕地上

3階〔別館〕地上5階、塔屋1階 ●設計

者：松田平田設計 ●施工者：〈建築〉

戸田・小俣・小雀JV〈電気〉メルビッ

ク・京浜・東邦JV〈空調〉川本・康栄

社JV〈衛生〉ビオン工業〈昇降機〉フジ

テック〈自家発電〉八千代電設工業

●所在地：旭区大池町66 ●竣工予

定：2027（令和8）年 ●延べ面積：〔校

舎棟〕5,092㎡、〔体育館・給食室棟〕

1,323㎡ ●構造種別：〔校舎棟〕木造

〔体育館・給食室棟〕RC造一部S造 

●階数：地上3階 ●設計者：梓・金子

JV ●施工者：未定

●所在地：中区不老町2-7-1 ●竣工

予定：2024（令和6）年 ●延べ面積：

15,454㎡ ●構造種別：RC造一部S

造 ●階数：地上3階 ●設計者：梓・

アーキボックス・大成JV（PFI事業者：

YOKOHAMA文体）●施工者：大成・渡

辺JV（PFI事業者：YOKOHAMA文体）

消防本部庁舎97

根岸森林公園トイレ 
 （芝生広場前）98

横浜BUNTAI99

万騎が原小学校100

●所在地：瀬谷区瀬谷四丁目4-10（ラ

イブゲート瀬谷3階・4階） ●竣工年：

2021（令和3）年 ●延べ面積：24,575

㎡うち本施設1,611㎡ ●構造種別：

RC造一部S造 ●階数：地上10階、地

下1階 ●設計者：アール・アイ・エー ●

施工者：戸田建設

●所在地：都筑区東方町655-4 ●竣

工年：2022（令和4）年 ●延べ面積：

1,458㎡ ●構造種別：S造 ●階数：地

上2階 ●設計者：金子設計 ●施工者：

〈建築〉小俣組〈電気〉メルビック電工

〈空調衛生〉シンサナミ〈昇降機〉フジ

テック

瀬谷区民文化センター
あじさいプラザ95

都田地区センター・
地域ケアプラザ96

梓設計・アーキボックス・大成建設設計共同企業体

●所在地：緑区北八朔町218-13 ●竣

工年：2021（令和3）年 ●延べ面積：

462㎡ ●構造種別：木造 ●階数：地

上1階 ●設計者：松本陽一設計事務

所 ●施工者：〈建築〉昭和建設〈電

気〉紘永工業〈空調衛生〉絋永工業

山下地域ケアプラザ

港南公会堂・
港南土木事務所

93

94

●所在地：港南区港南中央通10-1 ●

竣工年：2021（令和3）年 ●延べ面

積：5,941㎡ ●構造種別：RC造、S

造、SRC造 ●階数：地上4階、地下1

階 ●設計者：新居千秋都市建築設計 

●施工者：〈建築〉松尾・大洋・安藤JV

〈電気〉向洋・エスシーイーJV〈空調

衛生〉ヨコレイ・エヌケイテクノJV〈昇

降機〉フジテック〈舞台音響・映像設

備〉ヤマハサウンドシステム〈舞台照明

設備〉パナソニックLSエンジニアリン

グ〈リフター整備〉朝日輸送機〈自家

発電設備〉荏原商事〈道路拡幅〉重田

建設企業
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